
経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

、J

一
、
資
本
金
政
府
の
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
-
一
一
一

O
億
円
と
開
銀
か
ら
承
継
す
る
中

小
企
業
貸
付
債
権
の
う
ち
、
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
金
額

(
未
定
〉
と
の
合
計
額
。
な
お
公
庫
の
本
年
度
の
資
金
漉
は

一
五

O
億
円
(
政
府
出
資
一
一
一
一

O

億
円
及
び
資
金
運
用
部
借
入
二

O
億
円
)
で
あ
る
が
、
年
度
末
ま
で
の
貸
付
可
能
額
は
商
工

中
金
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
貸
付
分
二

O
億
円
(
公
庫
え
の
出
資
に
振
替
)
、
開
銀
か
ら

の
買
取
分
約
三

O
億
円
〈
年
度
初
か
ら
公
庫
発
足
ま
で
に
開
銀
が
行
っ
た
中
小
企
業
貸
付
と

災
害
関
係
貸
付
)
等
を
除
き
実
質
的
に
は
九

O
億
円
程
度
と
見
ら
れ
る
。

二
、
融
資
対
象
本
法
に
い
う
中
小
企
業
者
の
範
囲
に
は
資
本
金

一
千
万
円
以
下
の
会
批
雌

び
に
従
業
員
三
百
人
〈
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
は
三
十
人
、
鉱
業
は
千
人
)
以
下
の
会
社
及
び
倒
人

の
ほ
か
各
駈
協
同
組
合
〈
迎
合
会
)
、
制
整
組
合
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

三
、
対
設
業
極
製
造
業
、
鉱
業
、
地
位
謀
、
。
物
品
販
売
業
、
迎
送
業
、
倉
庫
業
、
悩
気
ガ

ス
供
給
業
、
医
柴
、
そ
の
他
合
計
十
七
業
種

問
、
融
資
条
件

ω
資
金
の
使
途

ω
貸

付

金

額

ω
利

率

凶

償

還

則

限

設
備
及
び
長
期
運
転
資
金

一
企
業
者
当
り
貸
付
累
計

一
千
万
円
(
各
積
組
合
は
三
千
万
円
)
以
下

年

一
削
を
基
準
ーと
す
る

一
年
以
上
五
年
以
内

据
世
期
間

一
年
以
内

五
、
業
務
の
委
託
公
庫
は
仙
の
金
融
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
差

向
き
委
託
貸
付
の
み
を
行
う
方
針
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
専
決
代
理
方
式
(
債
務
保
証
八
割
、

手
数
料
年
四
分
五
匝
)
と
一
部
委
託
方
式
(
債
務
保
証
三
割
、
手
数
料
年
三
分
〉
と
が
あ
る
。

業
務
の
委
託
を
受
け
た
金
融
機
関
は
興
業
銀
行
、
商
工
中
金
、
地
方
銀
行
六
=
、
相
互
飢

行
五
九
、
信
用
金
昨
四
六
、
合
計
一
六
九
で
、
更
に
十
月
早
々
農
中
、
地
銀
四
、
相
互
銀
行

二
、
信
用
金
郎
六
が
追
加
さ
れ
る
予
定
、

大
銀
行
及
び
信
託
銀
行
に
つ
い
て
は
差
当
り
香
前

機
関
と
し
な
い
旨
の
国
会
の
附
帯
決
議
が
行
わ
れ
た
が
、
近
々
聞
か
れ
る
国
会
で
追
加
指
定

す
る
よ
う
修
正
を
み
る
闘
誌
で
あ
る
。

六
、
九
月
中
の
取
扱
状
況
当
月
十
一

M
業
務
開
始
以
来
月
末
ま
で
の
貸
付
笑
行
制
は

〈般
備

資
金
の
み
〉
五
件
、
八
百
万
円
に
す
ぎ
な
い
が
、
交
付
申
締
受
理
は
二
七
六
件
、
七
九
六
刊

万
円
と
当
初
予
知
山
の
五

O
O
百
万
円
を
大
怖
に
上
廻
り
、
中
小
企
業
の
こ
の
種
資
金
爾
裂
の

六
入
六

旺
織
さ
を
示
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
は
九
月
中
特
に
委
託
金
融
機
関
別
に
資
金
枠
を
設
定
し
な
か
っ
た
事
情

も
少
か
ら
ず
作
用
し
て
い
お
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
融
機
関
別
に
は
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫

の
積
極
的
な
取
扱
振
り
が
目
立
ち
、
両
者
合
計
で
申
請
受
理
件
数
の
約
三
分
の
ご
を
占
め
て

い
る
棋
織
で
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月

国
内
経
済
概
観

~I~ 概

況産

前
月
に
引
統
き
好
調
を
示
し
、
再
び
戦
後
最
高
官
更
新
|
|
動
力
事
情
は
版

制
|
|
工
場
在
庫
は
総
じ
て
減
少
の
傾
向

一二
、

食

糧本
年
産
米
は
凶
作
、

し
か
し
供
米
状
況
は
頗
る
好
調
|
|
附
和
二
十
九
米
穀
年
度

の
補
給
計
画

問
、
貿
易
及
び
外
国
為
替
収
支

輸
入
増
加
を
主
因
と
し
て
入
超
尻
増
大

l
i
信
用
状
ベ

ー
ス
で
も
、
輸
入
信
用
状

附
故
防
の
耐
水
準
で
巨
額
の
入
超

l
l
特
需
契
約
は
引
き
つ
づ
さ
不
制
|

|
外
国

為
替
収
支
は
.
拘
び
払
超
一
一

百
万
ド
ル

五
、
附
況
、
物
側

イ
ン
フ
レ
則
待
人
気
鎮
静
し
繊
維
、
鉄
鋼
は
軟
化
、
そ
の
他
区
、
な
が
ら
大
野
は

保
合
|
|
小
売
市
況
は
挙
節
的
に
増
加
せ
る
も
、
昨
年
同
月
の
桶
勢
に
は
及
ば

ず
|

|
輸
送
は
季
節
的
に
や
や
繁
忙
|

|
物
価
指
数
は
繊
靴
品
の
反
務
に
拘
わ
ら

ず
な
お
統
勝

i
l株
式
市
況
は
整
理
商
状
に
転
ず



六
、
財
政
、
金
融

政
府
資
金
は
供
米
期
に
入
り
大
幅
支
払
超
過
に
転
ず
|
|
昭
和
二
十
八
年
度
第
一

次
補
正
予
算
案
提
出
さ
る

ll
地
方
財
政
改
革
に
閑
し
地
方
制
度
調
査
会
答
申

す
|
|
金
融
引
締
措
置
発
足
、
全
国
銀
行
金
繰
り
は
農
中
余
資
に
支
え
ら
れ
比
較

的
平
静
||
農
中
の
金
繰
り
と
供
米
代
金
の
勤
き
|
|
輸
入
金
融
諸
制
度
の
改

正
l
l
外
国
為
替
引
当
貸
付
制
度
の

一
部
改
正
並
に
ロ
ン
ド
ン
向
期
限
付
輸
出
手

形
の
買
取
相
場
改
訂
l
|
全
国
銀
行
二
十
八
年
上
期
決
算
状
況
l
l
全
国
銀
行
協

会
迎
合
会
不
急
不
要
融
資
の
抑
制
方
針
に
つ
を
通
川
平
|

保
全
経
済
会
の
営
業
停

止

七

、

通

貨
準
節
的
需
要
に
一
二
六
億
円
の
発
行
趨
l
l
通
貨
価
値
安
定
に
関
す
る
政
府
声
明

一
、

概

況

主
要
商
品
市
祝
は
前
月
末
繊
維
を
中
心
に
急
反
落
後
商
品
に
よ
り
動
ぎ
は
区
々
な
が
ら
大
勢

は
弱
保
合
に
推
移
し
、
八
月
頃
か
ら
頓
に
高
ま
っ
た
イ
ン
フ
レ
期
待
人
気
も
概
ね
影
を
潜
め
た

貌
で
あ
る
。

一
方
生
産
は
、
引
続
き
好
調
、
鉱
工
業
生
産
指
数
は

一
五
七
・
一
と
再
び
前
月
の
戦
後
最
高

を
更
新
し
た
。
こ
れ
は
電
力
、
石
炭
、
石
油
等
の
動
力
事
情
が
順
調
で
あ
っ
た
外
各
企
業
の
合

理
化
進
捗
に
よ
る
量
産
態
勢
な
ど
に
よ
る
と
と
る
も
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は

国
内
の
消
費
並
に
投
資
需
要
の
活
漉
に
基
い
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
が
輸

入
の
異
常
な
高
水
準
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
国
際
収
支
の
逆

調
と
い
う
矛
盾
の
上
に
維
持
さ
れ
て
い
る
高
生
産
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
問
題
を
苧
ん
で

い
る
。す

な
わ
ち
頃
来
輸
出
は
大
体
一
億
始
ベ
ー
ス
で
あ
る
の
に
対
し
輸
入
は
二
億
弗
前
後
の
高
水

準
を
統
け
て
お
り
、
特
に
当
月
は
輸
入
の
増
山
市
が
目
立
っ
て
一

O
ニ
宵
万
邦
の
入
超
を
結
果
し

た
。
こ
れ
を
映
じ
て
外
国
為
替
収
支
も
又
七
月
以
降
の
受
趨
か
ら
再
び
一
二
百
万
仰
の
支
払
超

過
に
転
じ
、
年
初
来
の
支
払
超
過
傾
は
一
一
一
一
五
百
万
弗
に
及
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
し
て
木
行
で
は
当
月
初
よ
り
実
施
さ
れ
た
高
率
適
用
制
・
度
の
強
化

園
内
経
務
調
査
〈
上
〉
昭
和
二
十
八
年
十
月

に
加
え
、
輸
入
金
融
制
度
に
付
て
も
検
討
を
加
え
先
ず
不
急
不
要
品
等
の
輸
入
に
対
し
輸
入
決

済
手
形
制
度
の
適
用
を
廃
止
し
、
ま
た
別
口
外
国
為
替
貸
付
並
に
輸
入
物
資
引
取
資
金
関
係
ス

タ
ン
プ
手
形
に
つ
い
て
も
夫
々
適
用
品
目
を
整
理
す
る
と
共
に
手
形
期
間
等
を
短
縮
す
る
と
と

と
し
、
当
月
中
初
以
降
実
施
し
た
。

当
月
の
政
府
資
金
対
民
間
収
支
は
供
米
期
入
り
に
伴
い
食
糧
管
理
会
計
の
食
糧
買
入
代
金
の

文
払
増
慣
を
中
心
に
災
害
関
係
資
金
適
用
部
貸
付
な
ど
も
あ
っ
て
三
五
六
位
円
の
大
幅
撒
布
超

過
と
な
り
漸
く
本
格
的
撒
布
期
の
様
相
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
企
図
銀
行
預
金
に
つ
い
て

み
れ
ば
供
米
代
金
等
の
逝
流
が
未
だ
本
格
化
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
当
月
の
指
定
預
金

引
鰯
一
六
四
億
円
の
内
一
二
九
億
円
と
そ
の
大
部
分
が
市
中
及
び
地
銀
筋
よ
り
引
揚
げ
ら
れ
た

こ
と
な
ど
に
加
え
前
月
期
末
に
よ
る
急
増
の
反
動
も
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
表
面
六
O
三
億

円
の
帯
減
、
実
質
に
於
て
も
六
五
位
円
の
少
増
と
極
め
て
不
振
で
あ
っ
た
。
一
方
貸
出
は
こ
れ

ま
た
例
月
を
下
廻
っ
た
も
の
の
猶
季
節
的
資
金
需
要
か
ら
ご
一
五
億
円
の
哨
加
を
示
し
特
に
地

銀
筋
に
は
資
金
繰
・
甥
迫
の
向
も
見
ら
れ
た
が
、
山
属
中
余
資
の
取
入
れ
な
ど
に
暖
け
ら
れ
て
概
ね

小
康
裡
に
推
移
し
、
此
の
間
本
行
信
用
も
市
中
に
対
す
る
増
加
と
躍
中
よ
り
の
返
金
が
相
殺
さ

れ
て
問
億
円
の
微
減
と
な
っ
た
。

ま
た
銀
行
券
は
農
村
方
面
に
対
す
る
供
米
代
金
に
加
え
晩
秋
繭
及
葉
煙
草
等
の
蒐
荷
資
金
も

重
な
り
、
と
れ
等
を
中
心
と
し
て

一一

一六
億
円
の
発
行
超
過
を
見
た
が
、
先
ず
近
年
の
季
節
的

需
要
の
範
闘
を
出
で
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ニ
、

生

産

(
前
月
に
引
続
き
好
調
を
示
し
、
再
び
戦
後
最
高
を
更
新
〉

当
月
の
鉱
工
業
生
産
は
、
縫
い
訴
審
議
庁
改
訂
指
数
(
昭
和
九
|
十
一
年
平
均
基
準
、
昭
和
二

十
五
年
附
加
価
値
ウ
エ
イ
ト
、
速
報
)
に
よ
れ
ば
、
二
ハ
ニ

・
九
と
前
月

一
五
四

・
二
〈
確
定
、

以
下
同
じ
)
を
王

・
六
%
上
廻
り
、
公
益
事
業
指
数
ま
た
宙
カ
、
ガ
ス
の
肝
制
を
主
因
と
し
て

二
二
七
・
聞
と
前
月
比
四

・
八
%
上
鼻
、
両
者
を
綜
合
し
た
産
業
活
動
指
数
は
}
六
九
・
三
と

前
月
よ
り
主

・
七
路
上
仲
し
た
。

三
指
数
い
ず
れ
も
戦
後
の
品
市
で
あ
る
。

鉱
工
業
生
-M

胞
に
つ
い
て
み
る
と
、
鉱
業
は
、
主
力
の
石
炭
が
縮
.
袋
則
入
り
で
六
%
の
増
産
を

み
せ
た
ほ
か
、
金
属
鉱
物
、
非
金
属
鉱
物
い
ず
れ
も
僅
か
な
が
ら
前
月
を
上
姐
り
、
指
数
は
一

一
五
v

一
と
前
月
(
一
O
九

・
λ
〉
よ
り
四
・
九
%
上
仲
し
た
。
製
造
工
業
も
、
紡
織
、
製
材
及

六
八
七



経

清

情

勢

調

査

〈

そ

の

一、_，

び
機
械
が
保
合
に
推
移
し
た
ほ
か
は
、
窯
業
、
食
品
、
化
学
、
ゴ
ム
、
皮
革
、
印
刷
、
金
属
等

い
ず
れ
も
増
産
、
就
中
窯
業
は
前
月
比
九
銘
の
箸
増
に
て
全
体
と
し
て

は
一
六
九

・
六
と
前

月
三
六

0
・
三
)
を
五

・
八
%
上
廻
っ
た
。

次
に
主
要
商
品
別
に
月
中
生
産
の
勤
き
を
み
る
と
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。

ω
先
ず
金
属
工
業
に
お
い
て
は
、
鉄
鋼
部
門
が
銑
鉄
(
前
月
比
二
%
増
〉
、
錦
塊
(
同
七
%

増
)
、
普
通
銅
4
材
(
同
七
銘
増
)
と
揃
っ
て
戦
後
最
高
の
生
産
を
挙
げ
た
ほ
か
、
屯
気
銅
も

頃
来
の
需
要
急
増
に
加
え
て
繭
米
向
輸
出
船
和
が
あ
り
、
前
月
比
一
二
%
増
の
戦
後
最
高
を
示

し
た
。
一
方
電
気
鉛
、
ア
ル
ミ
エ
ウ
ム
は
前
月
比
五
%
減
と
な
っ
た
が
、
亜
鉛
は
庇
ね
横
遣

い
に
て
、
金
服
工
業
全
体
と
し
て
は
七

・
四
%
の
上
仲
と
な
っ
た
。

問
機
械
工
業
に
お
い
て
は
、

一
般
機
械
が
低
下
を
み
せ
た
ほ
か
は
、
電
気
機
器
準
師
、
精
密

機
械
等
い
ず
れ
も
好
制
、
全
体
と
し
て
は
微
増
公
示
し
た
。

問
窯
業
は
、
板
硝
子
が
旭
ガ
ラ
ス
(
株
)
牧
山
工
場
の
ス
ト
解
決
と
内
外
協
の
旺
盛
と
に
よ
り

前
月
比
一
ご
%
増
と
大
幅
に
上
仲
、
セ
メ
ン
ト
ま
た
引
税
ぐ
内
需
の
活
涯
と
新
設
ご
工
場

(
館
山
城
セ
メ
ン
ト
、
宇
部
興
産
各
一
)
の
稼
働
開
始
に
よ
り
前
月
比

一
六
箔
の
若
哨
を
示
し
、

全
体
と
し
て
は

一
0
・
四
Mm
の
仲
び
を
み
た
。

ω
紡
織
工
業
で
は
、
糸
類
の
好
調
持
続
に
対
し
、
織
物
搬
は
減
産
、
全
休
と
し
て
は
前
月
よ

り
一

・一

銘
徴
減
し
た
。
す
な
わ
ち
、
糸
類
で
は
毛
糸
は
や
や
減
産
と
な
っ
た
も
の
の
純
綿

糸
は
引
き
つ
づ
き
二
O
O
千
桐
台
の
高
水
準
を
維
持
。
ス
フ
糸
も
前
月
突
献
を
四
%
方
凌
い

で
戦
後
最
高
を
更
新
し
た
。
然
し
織
物
類
で
は
、
輸
出

・
内
需
共
に
好
調
を
辿
っ
て
い
る
ス

フ
織
物
が
、
前
月
比
三
Mm制
引
を
示
し
た
ほ
か
は
、
制
織
物
、
人
絹
織
物
、

絹
織
物
、
毛
織
物

等
い
ず
れ
も
若
干
づ
っ
減
産
を
み
せ
た
。
し
か
し
そ
の
水
準
は
依
然
相
当
の
高
水
準
で
あ

る。
間
化
学
工
業
で
は
、
石
灰
抱
一
紫
の
先
行
不
慌
を
映
じ
て
カ
ー
バ
イ
ド
が
前
月
比
三
O
%
減
と

大
聞
に
減
産
、
ま
た
硫
安
、
石
灰
鐙
浪
も
微
減
し
た
が
、
頃
来
粉
々
悶
川
部
と
み
ら
れ
て
い
た

過
燐
般
石
灰
は
前
月
比
二
六
%
の
荘
地
主
ホ
し
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、
ソ
ー
ダ
灰
の
生
・
逝
も
旭
硝

乎
牧
山
工
場
の
ス
ト
解
決
で
大
細
川
に
哨
加
し
た
。
ま
た
ス
フ
糾
(
間
四
%
増
〉
、
人
絹
糸

ハ同

四
%
増
)
も
史
観
山
活
滋
に
刷
肢
を
統
け
、
戦
後
最
前
の
尖
献
を
あ
げ
た
。

以
上
の
如
く
三
月
以
昨
八
月
ま
で
概
ね
柿
遭
い
に
杭
移
し
て
会
た
生
産
は
、
九
月
、
十
月
と

六
八
八

つ
づ
い
て
上
昇
傾
向
を
顕
著
に
し
た
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

川
電
力
が
豊
水
に
恵
ま
れ
て
前
年
同
期
比
一
O
劣
増
の
好
調
を
持
続
し
て
い

る
上
に
、
石

炭
、
石
油
の
供
給
も
円
滑
に
推
移
し
、
動
力
面
よ
り
す
る
制
約
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
。

同
内
需
は
消
費
需
要
、
投
資
需
要
と
も
に
堅
調
を
持
続
、
輸
出
も
繊
維
製
品
を
中
心
と
し
て

五
月
頃
よ
り
比
較
的
好
調
な
批
移
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

料
輸
入
原
材
料
は
、
下
別
外
貨
予
算
に
お
い
て
繊
維
関
係
を
は
じ
め
相
当
潤
沢
な
供
給
が
保

証
さ
れ
た
と
と
。

仲
例
年
み
ら
れ
る
労
働
攻
勢
に
よ
る
減
産
が
従
来
程
に
は
激
し
〈
な
か
っ
た
こ
と
。

側
側
々
の
企
業
体
の
合
理
化
抗
進
、

コ
ス
ト
引
下
げ
の
な
欲
は
制
強
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

が
必
然
的
に
比
庫
相
加
を
招
来
し
て
い
る
こ
と
。

却
が
め
げ
ら
れ
る
が
、
廿
暗
示
的
に
は
国
内
の
消
世
需
要
及
び
投
資
需
要
の
活
液
に
基
く
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

(動
'M事
情
は
順
訓
)

次
に
助
力
耶
備
に
つ
い
て
み
る
に
、
先
ず
出
水
浴
は
月
中
平
均
で
は

一
O
七
%
と
平
水
を
上

廻
っ
た
が
、
下
何
は
自
流
が
急
辿
に
低
下
し
八
八
銘
に
止
ま
っ
た
た
め
、
月
中
水
力
発
電
量
は

一
二
、
一
四
一
百
万
K
W
H
と
前
月
よ
り
五
銘
方
減
少
を
余
僧
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
火
力
発
電

量
が
八
山

一
百
万
K
W
H
(間
五
三
路
増
〉
と
著
増
し
た
た
め
、
受
電
分
を
も
含
め
た
事
業
電
力

は
四
、

一
二
九
百
万
K
W
H
(同
三
%
増
)
と
本
年
七
月
に
汝
ぐ
笑
納
を
挙
げ
〈
前
年
同
月
此
一

O
%
増
〉
、
部
分
的
に
は
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
は
殆
ど
生
産
に
は
文
附
を
与
え
な
か
っ
た
。

石
炭
の
月
中
生
産
は
一
-
一
、
五
O
一
千
ト
ン
と
、
需
要
刷
の
ζ
と
と
て
流
石
に
増
加
(
前
月
比

六
%
増
〉
し
た
が
、
前
々
年
同
月
〈
前
年
同
月
は
ス
ト
の
た
め
大
減
産
〉
に
比
べ
て
は
一
一
劣
減

と
い
う
低
・別
で
あ
っ
た
の
し
か
し
月
末
抗
所
、
地
顕
、
市
場
貯
炭
合
計
は
豆
、
附
R
O
千
ト
ン

(
同
一
一
一
路
減
)
と
依
然
例
年
に
な
い
川
水
準
で
焔
月
し
た
。
よ
れ
は
大
U
消
沈
工
場
の
貯
炭
盛

山
、
虫
油
脂
換
の
逃
妙
等
の
た
め
、
利
捌
き
も

M
中
三
、
ム
ハ
二
六
千
ト
ン
と
出
炭
同
様
季
節
の

州
制
に
仲
び
悩
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

石
油
は
月
中
生
産
製
品
合
計
五
五
三
千
師
(
同
一
五
%
増
〉
と
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
の
最
高
生

住
・な
挙
げ
た
が
、

}
方
刷
出
則
氏
則
に
入
っ
て
荷
動
き
も
頓
に
活
設
化
し
、
灯
油
、

姫
川
州
及
び
重
油



に
は
品
薄
気
配
す
ら
窺
わ
れ
る
に
至
っ
た
が
前
述
の
ご
と
イ
生
産
活
動
へ
の
影
響
は
全
然
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

(工
場
在
庫
は
総
じ
て
減
少
の
傾
向
〉

次
に
主
要
商
品
別
に
工
場
在
庫
量
の
推
移
を
み
れ
ば
、
石
灰
窒
素
、
毛
糸
、
人
絹
糸
、
ス
フ

糸
、
セ
メ
ン
ト
等
増
加
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
硫
安
、
過
燐
酸
石
灰
、
板
硝
子
、
綿
糸
、

ス
フ
綿
、
絹
織
物
が
季
節
的
需
要
増
加
を
主
因
に
減
少
し
た
の
を
は
じ
め
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、

ソ
ー
ダ
灰
、
パ
ル
プ
、
電
気
銅
、
ア
ル
ミ
エ
ウ
ム
等
減
少
を
示
し
た
も
の
が
多
〈
、
そ
の
他
は

概
ね
保
合
の
健
推
移
、
全
体
と
し
て
は
若
干
の
減
少
と
判
断
さ
れ
る
。

在
庫
増
を
示
し
た
も
の
の
う
ち
、
石
灰
臨
一
無
の
み
は
、
従
来
臨
々
指
摘
し
た
如
〈
実
需
を
無

視
し
た
過
剰
生
産
の
結
果
の
在
昨
増
加
で
、
そ
の
主
席
商
は
遂
に
一

O
O千
ト
ン
合
を
越
‘
ぇ
、

月
生
産
量
の
二
カ
月
分
を
超
え
る
水
準
で
あ
る
が
、
そ
の
他
商
品
の
在
庫
水
準
は
い
ず
れ
も
低

三
、
食

糧

(
本
年
産
米
は
凶
作
、
し
か
し
供
米
状
況
は
頗
る
好
調
)

農
林
省
発
表
に
よ
る
十
月
十
五
日
現
在
の
本
年
産
米
作
況
指
数
は
、
水
稲
八
二
、

陸
稲
八
五

で
、
前
号
既
報
の
作
付
面
積
に
基
〈
予
想
収
穫
高
は
五
三
、
四
八
O
千
石
と
、
前
月
十
五
日
現

在
の
予
想
収
穫
高
を
四
、
六

O
七
千
石
も
下
廻
る
に
至
っ
た
。
と
れ
は
平
年
作
比

一一

、
七
O

O
千
石
、
昨
年
の
推
定
実
収
高
比

一
二
、
六
七
O
千
石
の
減
少
で
あ
り
終
戦
時
の
昭
和
二
十
年

を
除
け
ば
、
昭
和
九
年
(
推
定
実
収
高
五

一
、
七
二
六
千
石
〉
に
次
「
凶
作
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
ご
と
き
凶
作
に
拘
ら
ず
、
供
米
状
況
は
頗
る
好
調
で
、
月
中
検
査
実
紛
は

λ
、
四
ご
四
千
石
と
前
年
同
期
右
一
、
一
五
七
千
石
(
ご
み

・
九
%
)
t廻
り
、
当
月
末
ま
で
の

本
年
産
米
供
出
荷
累
計
に
お
い
て
も
入
、
九
三
四
千
石
と
前
年
同
期
を
み
ハ
九
七
千
石
〈
λ
・

五
%
〉
上
姐
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
早
川
刑
供
出
奨
励
金
交
付
の
第
二
期
々
限
が
当
月
三
十
臼
ま

で
で
あ
る
こ
と
、
早
場
米
に
つ

い
て
は
災
帯
が
比
峨
的
少
な
か
っ
た
こ
と
等
の
事
情
に
よ
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
木
年
産
米
作
柄
の
実
態
が
、
前
記
農
林
省
の
発
表
ほ
ど
に
は
悪
〈

な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
出
て
き
て
い
る
。

国
内
経
済
調
査
(
上
〉
昭
和
三
十
八
年
十
月

月

昭
和
二
十
八
年
産
米
供
出
進
捗
状
況
〈
食
糧
庁
調
〉

ハ
単
位
玄
米
換
算
千
石
)

二

十

八

年

九

月

末

十

月

末

五
一

O

入
、
四
二
四

五
一
O

入、
九
三
四

(三
・
六

%

)

(

六

三

・五
形
〉

(三
二
五

)

(

五

四
・六
手〉

九
七
O

入
、
ご
三
七

(四
・
=

%

〉

(

コ

一
五
・
五
%
〉

(=一
・
八

手

)

(

一一一
二
・=一世〉

年中

検

績

月

末

検

計

(

進

捗

A
)

(

，

y

A

)
 

前
年
同
月
末
検
査
累
計

(

進

捗

事

B
)

〈

A

F

B

)

門
出

削

考

〉

-

巡

妙
郁
A
は
本
州
ヤ
泌
米
総
務
供
出
削
別
当
級
品出-町
田、

O
七
六
千
石
(
初
当
決
定
則
自
は
十
}
月
二
十
八
日
〉
に
対

ず
る
月
米
同
制
作
位
校
控
訴
併
の
比
様
。

2

加
地
妙

m
Aは
木
年
間
出
米
供
削
減
係
数
品
品
〈
右
後
務
供
出
ω割
当
日
目
に
超
巡
供
出
総
約
泊
を
加
え
た
も
の
ご
火
、
=
一

七
-
千
石
に
対
す
る
比
獄
。

3

巡
拶

m
Bは
前
年
滋
米
融
制
務
供
出
割
当
数
岱
ニ
=
一、
==一

O
千
石
に
対
す
る
比
端
。

4

池
相
官
泌
-w
D
は
前
年
厳
米
供
出
政
問
料
数
位
二
五
、
四
七
二
千
石
に
対
す
る
比
噌
唱
。
ー

率査査月

累実

(
附
和
二
十
九
米
弛
年
度
の
需
給
計
画
〉

来
月
初
よ
り
始
ま
る
明
和
二
十
九
米
穀
年
度
の
需
給
計
画
及
び
本
米
穀
年
度
の
需
給
実
鍛

は
、
次
表
ハ
円
及
び
H
H
の
如
〈
で
あ
る
。

右
二
十
九
米
穀
年
度
需
給
計
画
に
よ
れ
ば
、
本
年
産
米
の
貿
入
予
定
量
は
、
二、

一
O
O万

石
(
但
し
、
う
ち
三
五
万
石
は
本
米
穀
年
度
内
の
消
費
に
充
当
)
と
、

二
十
七
年
産
米
貿
入
量

二
、
八
O
O万
石
に
比
し
約
七
O
O万
石
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
買
人
減
少
分
と
需
要

増
加
見
込

二
一
一
五
万
石
と
の
合
計
八
三
五
万
石
だ
け
、

二
十
八
米
穀
年
度
に
比
べ
て
供
給
不
足

と
な
る
わ
け
で
、

こ
れ
を

外
米
輸
入
の
増
加
四
三
四
万
石
、
期
首
持
越
盈
の
増
加

一
λ
O万

石
、
問
じ
く
次
年
度
繰
越
の
減
少
二
二

O
万
石
を
以
て
補
い
、
需
給
の
均
衡
を
確
保
す
る
ζ
と

と
し
て
い
る
。

こ
の
M
m
給
計
画
は
、
海
外
に
お
け
る
豊
作
に
よ
る
米
需
給
の
緩
和
、
前
述
の
ご

と
き
供
米
状
況
よ
り
し
て
、
一
応
述
成
可
能
と
見
込
ま
れ
る
が
、
輸
入
噌
加
に
伴
う
外
貨
所
要

棋
の
増
加
は
、
現
行
価
棉
で
約

二一

O
百
万
ド
ル
の
巨
額
に
述
す
る
。
国
際
収
支
の
逆
調
増
大

の
折
柄
注
目
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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」
ノ
ヲ
ノ
イ
J



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

-
'-" 

需

昭

和

二

十

八

米

穀

年

度

需
給

突

績

供

付種

別

米

言i土|士l寺19:~..1一l云I4

十

七
年

i血

二

十

八

年

内

同

-
H

米

準

仙

U
ι
f
A
 

、U
2

.HV 

タト

入

砕

~ 
じE

-
j

・
n
・-M

ちb
ぬ岨

互主巴主日主巴主巴主巴主任旦巴"4lIL一 一
石屯

巴
買
入
ぽ
段

回当
一
4

1

一

-、

8
z・
-一
一

回

一

、

0
2・
a

六
、
き
て

凶

一

-

o

、

o
=
5
・
R
-

斗

収

録

…4

5u…ム
-

明

白

羽

一4

尚一品展』

同一一一戸
長
山

一一一互
い
一
一一一円一一

持

越I、-、、
Cコニ二
一・Cコ. . 
Cコノ、

r.r.o 
i1i1 

昭

和

二

十

九

米

殺

年

度

需

給

計

岡

{J~ 

同地米 i純

十 I-1-

産 |産

米 i米

}JIJ 

紛

豆|瓦一
貫
;入

一 I 1，及
三えて I I 入

室さ I I響
ムムUーしじこ

越

leE 

雪量

給• 羽
川

主!量島-!?
一
}
叩
附
}
・
問

、占ハ
O
九
・
百一

五、祐一
一平

一
三
一
・
九

八
-
ニ
・
七

}
、一

七一

ユ
一一

七
、

凡
〔〕
入
・
o一

六
、
剛
志
一

・
九一

回=一
、
O
一-
一・
同一

給

-
M
U
官
一
"

六日ハ
・
七

問
削
凶
・
穴

宗一
一ι

主

zt三主

穴至 I:三会 1:::苫 |用
る主Jム主一!主ム1_-'需

食I~ミz毛
:s-1 <::コ;)L
- ;)1. 1 v.対 o
;/1..ぺ:; I ::>'可

三塁九.1O;!'-._ 

!u. 1 1 E 1 I一、
一.-C: I I ̂!l:i. 
三三 ー己 I I Cコー恒
凶 Cコl プぐ- 1ノ、』国
.tコ二二 I -t::Cコ 1 _恒三E

| 主主

|一四、、
-"，:;'，・~ 、
“じ匂
〉時". . 
.tコ宜主

~È 

ヘニミ
'=:.1" J yq I 

交宝 l呂奈 1m
圭ゐ!るる 1'"I im 

食

工

五|雲8ih|巧|認I_j_LIお三主主主-JLZーヰムJ主~_I_jーしI ~Iι!ーしし一

業

用
ニ
五
九
・
武一

F

、
七
三
0
・
六一

工.

業
:l， 
肱.11;).. 

よ三|よl一一
HI 

減

要

美
・七一

1毛~.モミ三Z
プ、::-:J~ . . 

_s;三三』ー

減

二二 三~ 1 IlYCコ・・ E ・・
ー主己主主ー1-之主.:!:U・一一一

袈

粍

六
九
O

(
単
位
玄
米
換
算

」
四芳
一

一-一、
九
凶
冨一
・
=

一円
、
-一八
七
・
四
一

妥
一
・
エ
一

Z
凶
八
・
o
一

回、
。
宍
-
i

一昔、

一
O八
・
2

-一O
目
・
四
一

-
、『
一d

七
五
・
丸
一

剛、一
一弘一4

1
五
九
-
凶
一

九
(
)九
・
八
一

円
、
(
)
円
五
・
官一一

回一一三
川

百

三;':"圏、、
-;1 .. 
-c: -tコ
三三;-'、. . 
三"'cコ

(
単
位
玄
米
挽
釘

O.:::! 
2二0 1弘M
位JI;:呈 1 包..;1， 
ζコ::1'<.1弘叫 診、・・ E

_QQ_I-怒_::!:U・一一一一一一

合1・

千
屯
)

穴ース
:内ーー l 匹a
.7.&.‘皿 l包.!I7、
三文 12211|

産
引
持
越
前

一
、

-一一
…問
・
誕

八
、
(
)
九
円
・
中山

2
#

・o

日一行む
ず
四
一

一
八
八
・
附
一

一
、

-出山内
・
o
一

Z
八
・

o
一

二重
・5

一

ニ
六一

・
印

、
七
凶
ニ
・
セ

;1..-、、
ノ'¥.11国
宮:":-1噌

y，;五E. . 
三三 ;/1..

千
屯
〉

凶
一ェ
・
4

経
引
持
越
両



合
!陥 入 米 内

ー

砕 タト 準 一
一

十
内 九

計-
年

地
産

計-
米 米 米 米

一 一 一 一 一
千千 千千 千千 千千 千千 千千 千千

石屯 石屯 石屯 石屯 石屯 石屯 石屯
一 一 一 一

"..一' 一 .1¥-、-、、、 、 、

J三2三、U.士主g邑g 2 -utu2ニ;山ユ
2三E12J5、 z:，r、エ<.1ノ、、 E百~. ;j四:(l.. 安フ内C三I!!l ・_..ー-ー・. . 

一二U旦ー
. . 

~乙E旦一 1Z.同cコ . . 
_u一三三;It. 00  プミヨ王

= 一
一一、一一、二二E調 .1¥-、-、 、̂-ー、、、 、、 、

三三f、
三C3吋ZコP3JF『可.. 

-匂-

茎三 4R2SZ424ー五2 C三J丸Zコ22ーZ玉ー フ~コ=tarE，=-正ニ、包Sヨ玉L
一~ =ーa 主主ー・. . 

が-、，Cーコ
. . . . . . . . . . 

.5.1、 =五 Cコ.:t.: .=!.Cコ -1:: .1、 t .l¥-

回ヨ 一
'"、.1耳、ー一ハ{ 「ー " .. 、-、 ， F、、一・、、、 旬、 、

一一
Cjt国コLjz42z b 

:1..一' 25EZコH 88 '・・・= 
宣.1¥-言2五^ 二二 YプミbヌEsLa 三=五4CコゴL!9 -1:: y聞'<-. . . . . . 

ξコ:， ;~ 一主.Q_
. . . . 

3句恒 一三五色ートさ豆一 一一園一出 ーさ記とー

.=、Z盟、
一

-一、一E 、.1¥-- 一、、、 、、 、
ま五.l¥. 但11-1=

Jぺ九L=S一昌Z三・ 豆茸Ea5五L三:..五、- ー田ー 一
2Z記Z入= 

i剖 .!5
6EJ% t ー』--3I¥、. . . . I I ー主主三ιー

. . . . . . 
E! .s. z、c・也 三三ノ、 '包六 区iOI.=

、
受 ー j==ugF -a  J位、EZ-ニ4エ

JJ、L、=ー'" ノプv.a、て3ー恒" SEUt=zz f 穴思 ノ¥'-1:コ
4.2毛.三 」包1E:._

. . ・包.主.主 I I . . I I Eコヱエ Eコ.=

一一ー 一
-閉-司h王ZてZ ノ-一、、ョ-tzz ズ5 Cコーー 8玉 ノ、.Illl プ，，=ユ. . . . . . 

_c辺二〉ー eコェ.ユ 2.主主.王 . . 
-一-戸=乙ー_s;之ニ包ーI_Q豆一 司五三.!!:!L...

-宮.， 一
ー.=、ー= 、I!O、z五、 Zユ、ーー、 :1，、.-、 、 一、

!E-日
j3f司4LeJ-E瑚tL コ 1ノJ1、王ニ-ノ4ニI C内fコLCEプZD 《 三宜k三主z芳f三五、〈 Eニ-コ二〈三;:?三 書きー::-t::ー./、. . . . . . . . . . . . . . 

← 一=一一 三呈~ Cコ-1:: 0:ニ 一三~ o三主 l!liIプ宅

-t::、-、 ー包、ー-、 "'"、・ー、

g7h4ミ~ iii C2Zコ五t .lェ~ Aa コ J-UI -回ー 三δ
EーーEー・・〈4プコ2 考 き-ー8耳玉

-三三~

-・ . . . . . . . . . . . . 
三!::X五 〈コ主主 7ミ^ 0 -1::" 回。 ~O 一..，.一・f

四
、
貿
易
及
び
外
国
為
替
収
支

(
輸
入
増
加
を
主
因
と
し
て
入
超
尻
増
大
)

当
一
月
の
輸
出
入
笑
蹴
は
、
大
臓
省
速
報
に
よ
れ
ば
輸
出
一

O
八
百
万
ド
ル
に
対
し
、
輸
入
は

二
一
O
百
万
ド
ル
と
入
超
額
は
一

O
二
百
万
ド
ル
に
及
ん
だ
。

有
の
輸
出
実
線
は
、
本
年
度
上
半
期
の
平
均
を
約
一

一
百
万
ド
ル
上
廻
る
水
準
で
、
前
月
に
比

べ
れ
ば
四
百
万
ド
ル
、
前
年
同
期
に
比
し
て
は
一

}
百
万
ド
ル
の
増
加
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て

不
制
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
超
が
右
の
ご
と
会
巨
額
に
及
ん
だ
主
因
は
、
当
然
輸

出
の
面
よ
り
も
輸
入
の
異
常
な
高
水
準
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に
当
月
の
輸
入
二

一
O
百
万
ド
ル
は
、
前
月
比

一
八
百
万
ド
ル
、
前
年
同
期
比
=
一
八
百
万
ド
ル
の
増
加
で
、
凶
ー

九
月
の
平
均
を
も
約
九
百
万
ド
ル
上
廻
る
高
水
準
で
あ
っ
た
。

当一月
の
輸
出
を
品
目
別
に
見
る
と
、
繊
維
で
は
、
綿
製
品
、
ス
フ
製
品
の
好
調
と
人
絹
製
品

の
不
振
が
対
照
的
で
あ
る
。
制
製
品
の
輸
出
は
、
岡
よ
り
朝
鮮
動
乱
後
の
ブ
ー
ム
時
に
は
友
ば

な
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ピ
ル
マ
、
南
阿
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
英
国
植
民
地
向
等
を
主
・休
に
、

綿
糸
三
百
万
封
度
、
綿
織
物
八
四
百
万
方
腐
と
好
調
で
、
ス
フ
製
品
も
糸
は
あ
ま
り
冴
え
な
い

が
、
織
物
は
比
較
的
着
実
に
増
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
人
絹
製
品
は
、
西
欧
諸
国
の

国
内
経
済
制
査
(
上
)
昭
和
二
十
八
年
十
月

安
値
進
出
に
押
さ
れ
て
振
わ
ず
、
先
行
が
懸
念
せ
ら
れ
つ
つ
る
る
。
そ
の
他
で
は
、
魚
介
類
、

茶
、
陶
磁
器
、
非
鉄
金
属
等
が
好
調
を
示
し
た
が
、
鉄
鋼
は
小
麦
、
羊
毛
と
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
取
引
に
よ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
向
の
出
荷
と
フ
イ
リ
ツ
ピ
ソ
向
の
増
加
で
前
月
よ
り
は
多
か

っ
た
も
の
の
六
九
千
ト
ン
と
依
然
た
る
停
滞
状
態
で
、
セ
メ
ン
ト
ま
た
内
需
の
活
況
に
さ
ま
た

げ
ら
れ
て
不
振
、

船
舶
の
輸
出
も
激
減
し
た
。
仕
向
先
別
に
見
れ
ば
、
ド
ル
地
域
向
の
不
振
と

ポ
ン
ド
、
オ
ー
プ
ン
勘
定
向
の
増
加
が
特
徴
的
で
あ
る
。

他
方
輸
入
で
は
、
米
及
び
大
豆
の
減
少
が
目
立
つ
が
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
順
調
で
、
就
中

大
麦
、
小
麦
、
綿
花
、
生
ゴ
ム
、
石
油
、
木
材
等
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

(
信
用
状
ベ
ー
ス
で
も
、
輸
入
信
用
状
開
設
高
の
高
水
準
で
巨
額
の
入
超
〉

次
に
輸
出
入
を
信
用
状
ベ

1
ス
で
見
る
と
、
輸
出
信
用
状
接
受
商
は
月
中
九
三
百
万
ド
ル
と

四
l
九
月
平
均
九
一
百
万
ド
ル
を
僅
か
に
上
廻
り
、
比
較
的
好
調
、
特
に
オ
ー
プ
ン
勘
定
向
が

統
仲
を
示
し
た
が
、
ド
ル
地
域
向
、
ポ
ン
ド
地
域
向
は
や
や
顕
打
ち
の
か
た
ち
で
あ
る
。
オ
ー

プ
ン
勘
定
地
峨
向
の
増
加
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
を
主
体
と
す
る
繊
維
製
品
の
減
少
を
補
う
ア

ル
ゼ
ン
チ

γ
向
鋼
材
、
ム
口
減
向
硫
安
等
の
大
口
輸
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
如
ぐ

通
関
実
績
の
而
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ポ
ン
ド
地
峨
向
を
中
心
に
繊
維
製
品
の
輸
出
の
増
加

」、
'u

J

ノ
J
J



経

済

悩

勢

制

査

(
そ
の

、J

/、
九

輸
入
信
用
状
開
設
高
の
推
移

が
目
立
っ
た
の
に
対
し
信
用
状
ベ
l

ス
で
は
そ
れ
が
早
〈
も
顕
打
ち
の
恰
好
を
示
し
て
い
る
点

注
目
さ
れ
る
。
因
み
に
月
中
の
主
要
品
目
の
輔
出
成
約
状
況
に
よ
っ
て
み
て
も
、
同
株
の
傾
向

が
窺
わ
れ
る
。

(
単
位

千
ド
ル
〉
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七
五
、一一一一一

一
三
一
九
、三
O
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九
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六
五
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-
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二
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七
四

一

-
六

O
、
=
二
八
一

一
主
八
、
五
五
八
一

一
主
一

、一一

二一

一
九

O
、
O
四
五
一

訳

一

・
ォ
l

プ
γ
勘

地
域
一
ポ
ン
ド
地
域

一
E
h占

-

-

ら

λ
ふ
i
'
&日
再

六
一

、
二
八
四
六
五
、
五
二
九
一
四
八
、
三
一

八

四
五
、
二
三
八
五

O
、
一
四
五
一
四
三
、
九
一
八

七
七
、

O
七
五
一
四
O
、
O
一一
δ
一
六
二
、
五
五

}

六
三
、
一
ニ
九
=
=
五
七
、
七
一
一.
二
一
四
一
、
六
一
六

七
O
二

一

四

五

O
、
五
一
五
一
一
一
一
九
、
六
八
九

八
五
、
六
六
七
一
一-一

O
、
九
六
三
四
て
九
三
九

久
八
、
七
八

O
一
二
丸
、
四
九
六
ご
三

一、
λ
四
五

一
O
五、
八
一一

一
四
五
、一

一
五
一
一一一九
、
一
一
九

内

年

合

月

ノレ

輸
出
信
用
状
接
受
高
の
推
移

〈
単
位
千
ド
ル
)

二
十
八
年
四
月

五
月

L

、41
E''
・1

』，

上
半
別

〈
月
平
均
)

七
月

八
月

九
月

L
1
4
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月月月月号月月月

訳

一

オ
ー
プ
ン
助

一

定
地
域

一

=
一二
、問
O
七

一二
O
、
九
四
三
一

一
二
五
、
九
六
六
一

二
七
、九
九
二
一

回
一二
、
六
九
七
一

一
一
三
、
二
六
七
一

三
問
、
九
州
六
一

三
丸
、
一ニご-一
一

一
ド

ル

地

域

一
ポ
ン
ド
地
域

λ
コ一、五一子八一一一一

O
、
九
四
八

八
九
、
八

一
六
二
ニ
O
、
一
四
四

九
七
、
六
七
五
一
三
一

、
四
八
二

八
=
、七
三
入
=
ニ
O
、
入
四
七

九
八
、
六
四
四
一
二
七
、
凹
O
七

八
四
、
一
四
五
一
二
八
、
一
五
二

九
て
一
一
六
一

ご
八、

一
一
八

九
三
、
四
八
八
一

二
七
、
七
五
四

内

F
r
 

，a
・

言十

^ 1-' 

月

=
0
、
一
八
一
一

三
八
、
七
二
九

三
O
、
三
二
七

一二二
、
八
九
九

二
七
、
五
回

O

二
一
一
一
、
七
二
六

二
λ
、O
五一

二
六
、四
二一

(
特
縮
製
約
は
引
会
つ
づ
き
不
調
)

九
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月

一
日
ま
で
の
一

カ
月
間
の
特
需
摂
約
高
は
、
総
額
二
五
百
万
ド

ル
と
、
八
月
の
一
凶
百
万
ド
ル
、
九
月
の
九
百
万
ド
ル
に
比
較
し
て
や
や
回
観
官
示
し
た
が
、

し
か
し
こ
の
う
ち
に
は
九
月
よ
り
明
年
六
月
ま
で
の
長
期
通
信
サ
1
ヴ
イ
ス
契
約
一
凶
百
万
ド

ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
般
的
に
は
や
は
り
不
掘
の
一
言
に
尽
き
る
。

(
単
位

主

要

品

目

の

輸

出

成

約

高

目

一
三
月

-
四
月
一
五
月

一
六
月

一
七
月
一

八
月
一
九
月
一
十
月

一

一
綿

製

品

一
一
軍
・一一一
八
・}一一

一一言一
λ
一
-一四・
八
一
夫
・六一一一五
-A

二子
一-了一間
会
一

一
化
学
繊
維
製
品

一

=
・一一
二
・九

三

・凶
一
三
-A

Z

一-L

ご
・一品了

7
L

二
-
E

一一

一
鉄

鋼

製

品

一七
・一一

七
ふ

三

・
1
z・{ハて
一0
・」

八

三

八
・九一

九
・一一

一
機

械

一。
.プ

二

卓

也

・-一
一
ご

・七一

千九
一
二

・一
一
孟
・八一
一
二
・0

一¥

ト

3rr匹
ユ
レ
件
h
庁
ー
τ・4

百
万
ド
ル
)

I日

右
の
う
ち
ド
ル
ベ
ー
ス
契
約
は
二
一一
百
万
ド
ル
で
、
全
契
約
高
の
八
二
銘
を
占
め
た
が
、
こ

の
う
ち
て
八
百
万
ド
ル
が
前
記
の
通
信
契
約
一
四
百
万
ド
ル
を
含
む
サ
l
ヴ
イ
ス
契
約
で
、
物

資
は
石
炭
、
吃
世
池
、
ゴ
ム
、
過
燐
般
石
灰
等
五
ぃ
自
万
ド
ル
に
過
vcな
か
っ
た
。
ま
た
円
ベ
ー

ス
拠
約
は
三
河
万
ド
ル
に
過
ぎ
ず
、
う
ち
物
資
は
.，M
炭
、
家
具
等
二
百
万
ド
ル
、

は
池
般
を
主
体
に
一
百
万
ド
ル
と
企
〈
不
訓
で
あ
っ
た
。

サ
ー
ヴ
イ
ス

ン

メ

(
外
国
為
掛
収
支
は
再
び
払
超
一
一
一
百
万
ド
ル
)

当
月
中
の
外
国
為
替
収
支
は
、
受
取

一
八
六
百
万
ド
ル
、
支
払
二
O
七
百
万
ド
ル
、
差
引
二

一
百
万
ド
ル
の
支
払
超
過
と
な
り
、
収
支
尻
は
再
び
恕
化
を
示
し
た
。
前
月
は
約
五
百
万
ド
ル

の
受
紐
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
二
六
百
万
ド
ル
の
逆
割
増
大
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

軍
関
係
受
取
の
減
少
に
よ
る
貿
易
外
受
取
超
過
の
減
少
ご

O
百
万
ド
ル
と
輸
出
の
増
加
を
凌
ぐ

輸
入
増
加
の
た
め
貿
易
支
払
超
過
が
六
百
万
ド
ル
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
俄
)
通
商
出
出
業
省
側

他
方
輸
入
信
用
状
の
開
設
高
は
一
九
O
百
万
ド
ル
と
昨
年
十
一
月
以
降
の
最
高
を
示
現

し

た
。
就
中
ド
ル
地
域
及
び
ポ
ン
ド
地
域
向
の
開
設
の
増
加
が
著
し
い
。
品
目
別
に
は
原
綿
、
原

毛
、
機
械
、
食
粧
等
の
増
加
が
顕
著
で
、
季
節
的
な
増
加
の
色
彩
が
濃
い
が
、
そ
の
水
準
自
体

が
輸
出
に
比
し
あ
ま
り
に
も
不
均
衡
に
向
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
圏
内
に
お
け
る
消
資
生
産
及

び
投
資
の
過
当
な
高
水
準
と
い
う
矛
盾
の
集
約
的
な
反
映
と
し
て
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。



次
に
当
月
の
外
国
為
替
収
支
を
決
済
通
貨
別
に
見
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ω
先
ず
ド
ル
為
替
収
支
に
お
い
て
は
、
輸
出
は
三
六
百
万
ド
ル
と
四
|
九
月
の
平
均
四

一
百

万
ド
ル
を
約

一
割
方
下
廻
る
不
調
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
輸
入
は
原
綿
、
小
麦
等
の
増
加
に

よ
り

一
O
六
百
万
ド
ル
と
本
年
度
上
半
期
の
平
均
七
五
・
五
百
万
ド
ル
を
四
割
も
上
廻
る
増

仲
を
示
し
入
超
額
は
七

O
百
万
ド
ル
と
い
う
巨
額
に
達
し
た
。
一
方
貿
易
外
受
超
額
は
、
軍

関
係
受
取
が
大
幅
に
誠
少
(
前
月
比
一
九
百
万
ド
ル
誠
〉
し
た
た
め
、
貿
易
、貿
易
外
を
通
ず
る

収
支
民
は
払
起
一
六
百
万
ド
ル
(
前
月
は
受
趨
三
二
百
万
ド
ル
四
|
九
月
平
均
受
超
一
一
一
一
一
百

万
ド
ル
)
を
示
し
た
。

例
次
に
ポ
ン
ド
為
替
収
支
は
、
ピ
ル
マ
、
香
港
、
市
阿
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等

十
月
中
外
国
為
替
収
支

各
地
向
綿
製
品
の
増
加
に
よ
り
輸
出
が
三
二
百
万
ド
ル
と
一
昨
年
十
月
以
来

一
年
振
り
に
一
一
一

O
百
万
ド
ル
の
台
を
越
え
た
反
面
、
輸
入
は
パ
キ
ス
タ
ン
綿
、
諒
毛
等
の
減
少
に
三
七
百
万

ド
ル
と
続
減
、
加
え
て
外
債
利
払
も
減
少
し
た
の
で
払
超
額
は
三
百
万
ド
ル
(
前
月
一
七
百

万
ド
ル
)
に
止
ま
っ
た
。

付
オ
ー
プ
ン
勘
定
収
支
に
お
い
て
は
、
輸
出
は
イ
γ
ド
ネ
シ
ア
向
繊
維
製
品
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
及
び
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
向
鉄
鋼
製
品
を
主
と
し
て
凹
O
百
万
ド
ル
の
大
台
に
乗
せ
る
増
加
を

示
し
、
一

方
輸
入
は
四
三
百
万
ド
ル
と
略
、
前
月
並
み
に
止
ま
っ
た
の
で
、
貿
易
外
収
支
を

含
め
収
支
肌
は
払
超
二
百
万
ド
ル
と
著
し
〈
縮
小
を
示
し
た
。

単
位

百
万
ド
ル〉

合 貿貿

資 経
内

本軍常易

取関取
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ソ

玉
、
商
況
、
物
価

〈
イ
ン
フ
レ
期
待
人
気
鎮
静
し
繊
維
、
鉄
鋼
は
軟
化、

そ
の
他
区
、
な
が
ら
大
勢
は
保
合
)

前
月
末
の
下
期
輪
入
外
貨
予
算
の
発
表
に
加
え
て
、
本
行
の
金
融
引
締
め
方
策
の
実
施
が
ひ

び
き
、
イ
ジ
フ
レ
期
待
人
気
は
頓
に
鎮
静
し
、
繊
維
、
鉄
鋼
、
非
鉄
(
但
し
銅
を
除
〈
〉
、
生
ゴ

ム
は
何
れ
も
か
な
り
の
軟
化
を
示
し
た
。
そ
の
他
で
は
、
板
硝
子
、
石
炭
が
減
産
と
率
節
的
需

要
の
掻
顕
に
、
ま
た
化
学
肥
料
が
歌
肥
最
蛾
捌
で
、
竪
制
を
示
し
た
が
、
木
材
は
頭
打
ち
、

ソ
ー
ダ
類
は
略
、
峨
遣
い
と
市
況
の
大
勢
は
保
合
に
推
移
し
た
。

次
に
主
要
商
品
別
に
市
況
の
概
要
を
見
れ
ば
、

・以
下
の
如
く
で
あ
る
。

国
内
経
済
調
査
(
上
〉
昭
和
三
十
八
年
十
月

山
繊
維
市
況
は
、
綿
糸
、
人
絹
糸
が
前
月
末
の
急
落
か
ら
、

一
時
は
押
目
買
が
銀
頭
し、

若

一十
持
直
し
を
示
し
た
も
の
の
、
生
産
の
好
調
、
前
売
筋
の
伸
び
悩
み
、
米
制
の
増
産
予
相
、

人
絹
糸
の
輸
出
激
減
等
、
弱
材
料
の
続
出
に
賀
気
つ
づ
か
ず
、
市
場
に
は
先
安
人
気
が
漉
化

し
、
相
場
は
漸
務
、
ス
フ
糸
、

毛
糸
、
純
物
も
追
随
し
て
、
軒
並
み
に
軟
化
を
示
し
た
。
尤

も
生
糸
の
み
は
、
柑
酬
の
不
足
と
解
骨
格
の
低
下
に
よ
る
減
践
に
加
え
、
繭
価
昂
服
に
恭
〈
採

諒
恕
化
か
ら
の
製
糸
業
者
の
売
控
え
が
あ
っ
た
た
め
、
引
続
き
相
場
は
問
中
一
捌
に
抑
移
し
た
。

六
九
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凶
鉄
餌
市
況
は
、
メ
ー
カ
ー
組
付
の
大
口
取
引
は
建
築
、
十
一木
向
を
中
心
に
引
続
き
順
割
、

市
中
取
引
ま
た
建
築
、
造
機
関
係
の
需
要
に
加
え
、
小
口
の
官
公
請
も
あ
っ
て
、
概
し
て
好

調
な
荷
動
き
を
示
し
た
。
し
か
し
相
場
は
、

季
節
的
需
要
の
増
加
せ
る
亜
鉛
引
鉄
績
を
除

念
、
総
じ
て
弱
〈
、
持
鋼
、
部
板
、
厚
叡
等
い
ず
れ
も
ト
ン
当
り
五

O
O円
乃
至
て

0
0

0
円
の
値
下
り
を
示
し
た
。
こ
れ
は
刊
輸
出
の
純
化
に
加
え
、
従
米
旺
磁
な
内
部
に
も
漸
〈

回
打
ち
の
傾
向
が
貌
わ
れ
、
こ
の
た
め
一
部
間
距
の
布
陣
が
増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
例
ま

た
代
金
決
済
面
に
お
い
て
、
需
要
筋
か
ら
の
販
売
代
命
の
回
収
が
一
向
改
普
を
み
な
い
に
拘

わ
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
は
引
続
き
代
合
一
回
収
促
進
筑
を
椛
逃
し
て
い
る
た
め
、
問
鼠
筋
の
令
・繰

り
は
期
間
の
度
合
を
期
し
て
い
v

ぬ
こ
と
都
の
引
悩
か
ら
一
般
に
究
急

F
傾
向
が
強
〈
な
っ
て

い
る
た
め
と
認
め
ら
れ
る
。
悶
み
に
λ
附
製
鉄
は
、
十
二
、

一
月
税
先
物
販
売
制
絡
を
全
品

稲
杭
蹴
と
決
定
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
代
金
阿
収
を

一
段
と
促
進
す
る
た
め
契
約
条
件
迎

り
決
済
を
行
っ
た
問
原
に
は

0
・
一五
%
の
リ
ベ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
屑
鉄
は
海
外
府
の
値
下
り
及
び
輸
入
府
の
入
荷
州
制
に
伴
っ
て
、
特
級
府
は
吏
に
ト

ン
当
り
五

O
O円
の
下
落
を
示
し
た
。
然
し
銑
鉄
は
平
炉
メ
ー
カ
ー
の
航
下
げ
要
望
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十

十
二
月
秘
は
据
世
き
と
決
定
さ
れ
た
。

間
非
鉄
に
お
い
て
は
、
電
気
銅
の
み
は
官
需
の
旺
盛
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
底
聞
い
勤
き
を
示

し
た
が
、
鉛
は
地
金
輸
入
に
よ
る
需
給
緩
和
見
越
し
か
ら
引
統
き
軟
化
、
月
末
相
場
は
ト
ン

当
り

一
四
五
千
円
と
前
月
の
前
倒
ご
五
O
千
円
に
比
べ
突
に
四
二
%
の
低
落
を
み
せ
る
に
至

っ
た
。
ま
た
盟
鉛
は
生
・
庄
の
増
加
に
伴
い
、
ア
ル
ミ
地
金
は
輸
出
の
抑
制
に
よ
る
市
中
間聞の

出
姻
り
哨
加
か
ら
夫
々
一
軟
化
を
示
し
た
。
錫
も
構
外
安
を
映
じ
て
弱
含
み
に
抗
移
し
た
。

川
政
況
は
前
述
の
ご
と
き
出
版
低
制
、
荷
捌
き
も
出
荷
を
上
担
っ
た
と
は
い
え
、
季
節
の
制

に
は
蝦
わ
ず
、
三
、
間
五

O
千
ト
ン
と
い
う
貯
院
を
以
っ
て
越
月
し
た
が
、

過
剰
な
の
は
中

級
粉
炭
の
み
で
、
城
、
中
川
初
版
の
部
裂
は
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
漸
増
し
、
需
給
.
叫
に
引
締

り
、
石
山
向
社
内
山
元
卸
先
制
柿
は
七

l
九
月
州
に
比
較
し
て
平
均
ト
ン
当
り
大
手
筋
一
一
一

O

O
円、

中
小
炭
鉱
凶

O
O
!
?
1
0
0刊
の
仰
上
り
を
示
し
た
。

間
化
学
肥
料
は
本
相
的
歌
山
部
裂
加
に
入
り
、
荷
動
き
話
浪
、

組
組
、

市
中
相
場
と
も
前
月



末
比
帆
当
り
一
O
円
|
二
O
円
高
と
な
?
に
。
尤
も
石
灰
窒
素
の
み
は
在
庫
の
圧
迫
か
ら
市

中
価
格
は
依
然
建
値
を
下
廻
る
弱
き
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ダ
類
で
は
、
八
月
上
伺
来
約
五
十
日

に
百
一
っ
た
旭
硝
子
牧
山
工
場
(
稼
動
能
力
の
対
全
業
界
比
率
、
苛
性
ソ
}
ダ
一
二

・
四
%
、

ソ
ー
ダ
灰
三
六

・
七
%
、
板
硝
子
一
四

・
六
%
〉
の
ス
ト
に
よ
る
減
産
が
強
材
料
と
な
っ
て

頃
来
の
寵
売
戦
が
解
消
し
、
苛
性
ソ
ー
ダ
は
保
合
、
ソ
ー
ダ
灰
は
僅
か
な
が
ら
持
直
し
を
示

し
た
。

仰
木
材
は
需
要
期
入
り
に
伴
い
、
電
源
開
発
、
公
共
事
業
関
係
需
要
を
首
め
と
し
て
、
荷
動

き
が
漸
次
訴
漉
と
な
っ
て
い
る
が
、
相
場
は
既
に
相
当
の
高
値
に
速
し
て
い
る
た
め
-
郡
上

げ
遅
れ
の
松
材
が
強
気
配
を
示
し
た
ほ
か
総
じ
て
顕
打
ち
商
状
、
セ
メ
ン
ト
も
生
産
、
出
荷

と
も
依
然
旺
盛
な
が
ら
相
場
は
保
合
に
推
移
し
た
。
ま
た
板
硝
子
は
徳
永
硝
手
尼
崎
工
場
の

脱
務
、
旭
硝
子
牧
山
工
場
の
ス
卜
に
よ
る
峨
屈
と
最
近
の
貨
車
繰
り
難
か
ら
供
給
減
少
の
一

方
需
要
は
迎
築
シ
ー
ズ
ン
に
よ
る
季
節
的
増
加
に
加
え
て
、
風
水
害
復
旧
需
要
が
あ
り
、
著

し
〈
活
濯
、
こ
の
た
め
相
場
は
前
月
に
引
続
き
更
に
一
箱
王
O
円
方
勝
賞
し
た
。

間
生
ゴ
ム
は
、
生
産
過
剰
、
滞
貨
漸
哨
に
基
く
産
地
の
売
急

g
と
、
倫
敦
思
惑
筋
の
設
げ
か

ら
海
外
相
場
が
崩
落
し
た
の
を
映
じ
て
、
わ
が
国
相
場
も
続
落
し
、
東
京
現
物
R
S
S
一一一号

の
月
末
相
場
は
封
度
当
り
六
三

・
五
円
と
前
月
末
比
一
五

・
五
%
の
下
落
を
示
し
た
。
な
お

生
ゴ
ム
相
場
の
下
落
に
か
か
わ
ら
ず
イ
ム
ポ
i
タ
i
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
影
響
は
殆
ど
み
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
既
に
先
安
見
越
し
か
ら
買
付
に
は
慎
重
な
態
度
が
採
ら
れ
て
い
た
と

と
と
自
転
車
タ
イ
ヤ

・
チ
ュ

ー
ブ
、
地
下
足
袋
等
生
産
費
中
生
ゴ
ム
の
占
め
る
割
合
が
比
較

的
少
い
た
め
と
認
め
ら
れ
る
。

(
小
売
市
況
は
季
節
的
に
増
加
せ
る
も
、
昨
年
間
月
の
増
勢
に
は
及
ば
ず
)

秋
冬
物
需
要
期
に
入
り
小
売
市
況
は
か
な
り
回
復
令
示
し
た
が
、

前
年
同
期
の
増
勢
に
は
及

ば
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
百
貨
脂
協
会
制
に
よ
る
全
国
百
貨
商
の
月
中
売
上
高
は
、
総
額
一
四

一
億
円
と
、
前
月
比
三
八
・
二
%
の
噌
加
な
が
ら
昨
年
同
期
に
比
較
す
る
と
こ
玉

・
一一一
%
の
増

加
に
止
ま
り
、
七
月
の
二
七

・
一
%
哨
、
八
月
及
び
九
月
の
三
0
・
一
路
噌
に
は
及
ば
な
か
っ

た
。
一
般
小
先
庖
も
概
し
て
昨
年
並
み
の
兜
上
を
出
な
か
っ
た
模
様
で
る
る
。

と
の
よ
う
な
小
児
売
上
高
の
増
勢
鈍
化
は
天
候
の
関
係
か
ら
季
節
商
品
の
宛
足
が
期
待
程
に

は
の
び
な
か
っ
た
こ
と
に
基
〈
が
、
他
国
米
麦
等
農
産
食
料
品
価
絡
の
昂
腿
に
伴
い
、
衣
料
品

園
内
経
演
調
査
〈
上
)
昭
和
三
十
八
年
十
月

等
に
対
す
る
購
買
力
が
相
対
的
に
低
下
し
た
た
め
と
い
う
点
も
否
み
難
い
と
見
ら
れ
る
。

一
方
小
売
屈
に
お
け
る
仕
入
の
状
況
は
、
前
月
中
の
買
進
み
と
イ
ン
フ
レ
傾
向
の
鎮
静
に
よ

る
見
送
り
人
気
と
か
ら
極
め
て
消
極
的
に
見
受
け
ら
れ
、
問
匡
段
階
の
荷
動
き
は
例
年
に
な
く

閑
散
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
小
売
庄
の
底
顕
在
庫
は
既
に
異
常
な
高
水
準
に
達
し
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
資
金
繰
も
窮
屈
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
売
行
如
何
に
よ
っ
て
は
来
月

以
降
に
集
中
す
る
仕
入
代
金
決
請
を
め
ぐ
っ
て
一
被
湘
生
ず
る
事
態
も
予
却
さ
れ
る
。

(
輸
送
は
季
節
的
に
や
や
繁
忙
)

当
月
中
の
国
鉄
輸
送
実
績
は

}
回
、
O
二
五
千
ト
ン
と
前
月
を
λ
・
三
鬼
上
廻
る
好
調
を
示

し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
月
末
駅
頭
滞
貨
は
な
お
一
、
九
四
四
千
ト
ン
と
前
月
の
そ
れ

を
三
九

・
三
%
も
上
廻
り
、
輸
送
事
情
は
か
な
り
繁
忙
を
呈
し
た
。
こ
れ
は
九
月
打
続
〈
夜
雨

と
台
風
十
三
号
の
襲
来
に
災
さ
れ
て
列
車
輸
送
力
が
減
殺
さ
れ
た
た
め
一
般
に
手
控
え
ら
れ
て

い
た
出
荷
が
当
月
に
入
り
促
進
さ
れ
、
率
節
的
な
出
荷
増
大
と
相
倹
っ
て
輸
送
需
要
が
増
加
、

他
方
輸
送
力
も
正
常
に
か
え
っ
た
も
の
の
、
需
要
に
及
ば
な
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
地
区
に
よ
っ
て
は
輸
送
不
円
滑
(
穀
類
木
材
等
)
の
戸
も
き
か
れ
た
が
全
般
的
に
み
れ
ば
季

節
的
な
繁
忙
の
域
を
脱
せ
ず
、
生
産
商
況
面
へ
の
影
響
は
殆
E
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

鉄
道
貨
物
輸
送
実
績
と
駅
頭
滞
貨
推
移

千
ト
ン
)

(
単
位

二
十
八
年
(A
〉

A 
B 

二
十
七
年
(
B〉

八
月
輸
送
実
績

同
月
末
駅
頭
滞
貨

九
月
愉
送
実
績

同
月
末
駅
顕
糊
貨

十
月
愉
送
実
績

同
月
末
収
政
部
貨

一
、
一
一
一一
一一

九
八
五

一二、
九
四
二

一
、
三
九
六

一
回
、
O
二
五

一
、
九
四
回

二
一
、
八
九
九

七
六
二

二二、
0
0
0

九
六
四

一
三
、
一
一
-一
八

目、O
O
五

一
O

一
・
八

一
一
一九
・
二

九
九
・
五

一
四
回
・八

一
O
六
・
七

一
九
一
ニ
・
四

円

借

仙

〉

巡

的

剛

山

叩

悶

}
方
海
上
輸
送
に
お
い
て
は
外
航
市
況
は
一
部
に
穀
物
、
石
炭
持
率
飾
的
荷
動
も
増
加
し
、

運
賃
も
も
の
に
よ
っ
て
は
粉
々
持
直
し
を
示
し
た
が
〈
小
麦
、
砂
糖
、
石
炭
鉱
吋
)
、
総
じ
て
い
え
ば

沈
滞
'M状
が
つ
づ
含
、
特
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
定
期
航
路
は
、
納
糸
布
、
鉄
鋼
製
品
、

機
械
、
側
詰
等
殆
ど
九
O
%
ま
で
が
オ
ー
プ
ン
化
し
、
積
荷
の
争
等
競
争
が
益
々
激
化
し
て
い

六
九
五



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

、ー'

る
。
こ
れ
に
対
し
内
航
市
況
は
、
季
節
的
な
荷
動
き
増
加
と
台
湾
と
の
間
の
肥
料
、
砂
結
、
米

等
の
輸
送
増
加
が
る
り
、
概
し
て
沼
港
な
動
き
を
示
し
、
運
賃
も
強
含
み
に
推
移
し
た
。

(
物
価
指
数
は
繊
維
品
の
反
落
に
拘
わ
ら
ず
な
お
続
勝
〉

東
京
却
売
物
価
指
数
は
繊
維
品
の
低
落
に
も
拘
わ
ら
ず
引
続
く
食
料
品
、
建
築
材
料
の
昂
騰

か
ら
前
月
比
0
・
五
%
高
と
な
り
総
平
均
指
数
は
四
二
二
・四
(
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
0
0・

0
〉
と
従
来
の
最
高
(
昭
和
二
十
六
年
十
月
四
二
二
・
一
〉
を
上
廻
る
に
至
っ
た
。

山
知
し
木
月
の
勝
落
率
を
類
別
に
見
る
と
、
建
築
材
料
は
一

・
六
%
、
食
用
品
産
物
及
び
其
他

食
料
品
各
一

・
四
%
の
勝
買
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
外
祭
飾
的
事
情
に
よ
る
燃
料

一
・

二
沼
、
化
学
製
品
0
・
五
%
の
鵬
貨
も
あ
っ
た
が
金
周
知
及
び
雑
品
で
は
低
務
し
た
も
の
も
少

〈
な
ぐ
総
じ
て
保
合
、
繊
維
白
川
は
二

・
四
%
の
大
幅
低
務
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
消
賞
者
物
側
指
数
も
亦
一
一
九

・
二〈
昭
和
二
十
六
年
平
均
一

0
0
・
0
)に
迷
し
前
月

比
三

・
八
%
の
著
腕
を
示
し
遜
月
従
来
の
記
録
を
更
新
し
統
け
て
い
る
。
こ
れ
を
質
問
別
に
見

る
と
食
料
指
数
は
閥
米
の
大
師
値
上
り
(
二
二
五
円
か
ら
二
九
六
円
)
等
か
ら
六

・
七
%
の
若

勝
、
光
熱
指
数
二

・
四
%
、
住
居
指
数
一
・
二
施
、
総
白
指
数

0
・
一
%
と
夫
々
脂
質
し
、
被

服
指
数
の
み

0
・
百
%
の
低
滞
を
示
し
た
。

(
株
式
市
況
は
挫
型
商
状
に
転
ず
)

株
式
市
況
は
前
月
末
に
戻
り
新
値
〈
東
証
ダ
ウ
式
四
五

O
円
八
七
銭
)
を
つ
け
た
も
の
の
越
月

後
は
早
く
も
利
喰
売
り
に
軟
化
し
上
中
仰
を
通
じ
て
地
問
ロ
パ
l

ト
ソ
ン
会
談
を
柱
視
し
つ
つ

も
、
金
融
引
締
め
を
中
心
と
す
る
イ
ン
フ
レ
人
気
の
後
退
等
か
ら
見
送
り
乃
至
担
割
-M状
を
続

け
た
。
又
下
何
に
は
保
全
経
済
会
の
休
業
が
あ
り
大
勢
に
は
影
響
す
る
程
で
は
な
か
っ
た
が
場

味
悪
化
は
否
み
難
〈
、
漸
〈
三
十
一
日
に
至
り
補
正
予
算
修
正
案
に
対
す
る
保
守
三
党
の
了
解

成
立
と
日
米
共
同
戸
明
と
に
和
々
引
締
り
を
見
せ
た
が
市
況
は
好
転
す
る
に
主
ら
ず
、
通
月
気

迷
い
を
深
め
月
末
の
株
側
平
均
は
四
一
一
一
四
円
七
九
銭
と
前
月
末
比
三

・
六
劣
の
低
務
と
な
っ

た。六
、
財
政
、

金
融

(
政
府
資
金
は
供
米
則
に
入
り
大
師
文
払
旭
過
に
収
ず
)

当
月
の
政
府
資
金
対
民
間
収
支
は
供
米
代
金
の
支
払
右
中
心
と
し
て
三
五
、
六
八
九
百
万
円

に
上
る
大
幅
支
払
超
過
と
な
っ
た
。
尤
も
前
年
間
月
に
比
す
れ
ば
払
組
・
制
は
一
六
、
八
九
=
百

六
九
六

万
円
下
廻
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
食
粧
管
理
会
計
の
支
払
が
昨
年
に
比
し
少
な
か
っ
た
こ
と
、
平

術
交
付
金
の
繰
上
交
付
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
け
ば
災
害
関
係

等
資
金
運
用
部
貸
付
、
遺
族
国
債
元
利
払
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
ほ
か
、

一
般
的
に
み
て
前
年

に
比
し
寧
ろ
文
払
は
進
捗
し
て
い
る
。

主
説
会
計
別
に
み
る
と
、

一
般
会
計
で
は
防
衛
支
出
金
(
一
回
、

O
六
五
百
万
円
〉
、
公
共
事

業
政
(
七
、

O
四
O
百
万
円
)
、
義
務
教
育
費
国
昨
負
担
金
(
問
、
二

O
四
百
万
円
)
な
ど
の
大
口
支

出
が
阿
立
っ
た
。
一
方
収
入
而
で
は
税
収
が
納
則
の
関
係
な
ど
か
ら
目
立
っ
た
も
の
が
な
〈
、

四
九
、
五
二
二
百
万
円
と
前
月
に
比
し

一
O
、
二
五
四
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
の
で
一
般
会

計
収
支
抗
は
二
、
五
九
二
百
万
円
の
受
起
(
前
月
比
減
一
三
、
四
四
五
百
万
円
〉に
止
ま
っ
た
。

尤
も
日
米
合
同
肋
定
に
繰
入
れ
ら
れ
た
防
術
支
出
金
の
う
ち
嗣
勘
定
に
消
印
刷
し
た
部
分
を
考
慮

す
れ
ば
収
支
肌
は

一
て

間

三
O
百
万
円
の
受
起
と
な
り
前
月
と
大
差
は
な
か
っ
た
。

食
糧
管
理
会
計
で
は
、
凶
作
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
本
月
の
早
場
米
供
出
ほ
予
惣
外
に
酢
娠

し
、
ま
た
愉
入
食
相
代
合
一支
払
も
利
々
増
加
し
た
た
め
、
対
民
間
収
支
尻
は
二
八
、
一

O
一
百

万
円
の
支
払
超
過
(
前
月
受
起
こ
、
八
三
三
百
万
円
〉
に
転
じ
た
が
、
前
年
同
月
と
比
較
す
れ
ば

払
魁
狐
は
二
一
一、

二

一九
百
万
円
も
下
廻
っ
て
い
る
。
供
米
貿
入
畳
と
し
て
は
相
ろ
多
く
〈
月

中
六
、
九
O
一一
一千
石
、
前
年
同
月
六
、
七
七
五
千
石
)、
賀
入
価
格
は
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
払
組
制
が
こ
の
よ
う
に
少
額
に
止
ま
っ
た
の
は
、
供
米
が
下
伺
に
集
中
し

た
た
め
山
眠
中
に
対
す
る
前
波
A
W-
交
付
(
月
中
四
四
、
二
五

O
百
万
円
〉
が
と
れ
に
及
ば
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
庄
中
で
は
前
月
の
約

一
O
O億
円
に
上
る
食
管
前
披
金
受
入
超
過

分
合
使
用
、
な
お
一
五
五
億
円
程
度
の
立
替
払
を
生
じ
た
棋
縦
で
あ
る
。

七
月
以
降
受
取
組
過
を
続
け
て
来
た
国
際
収
支
は
当
月
再
び
逆
転
し
た
が
、
こ
れ
を
反
映
し

て
外
聞
為
替
資
金
の
対
民
間
収
支
は
二
、
八
一
二
百
万
円
の
受
起
に
転
じ
た
。

資
金
迎
川
仰
に
お
い
て
は
、
災
都
関
係
を
主
と
す
る
地
方
公
共
間
休
貸
付
の
ほ
か
悶
民
金
融

公
印
(
一
、
一-一
O
O百
万
円
)
及
び
恒
源
聞
発
会
社
(
一
、
六
O
O百
万
円
)
に
対
す
あ
貸
付
な
ど

も
あ
り
、
対
民
間
収
支
夙
は
一
二
、

O
九
一
一
一
百
万
円
と
前
月
を
上
細
る
支
払
超
過
と
な
っ
た
。

山
肌
諜
投
資
会
計
で
は
、
前
月
に
引
続
き
当
月
も
ま
た
開
銀
貸
付
六
、

0
0
0百
万
円
を
決
行

し
、
又
唯
一
蹴
附
発
会
社
に
対
し
て
は
一
、

0
0
0百
万
円
の
州
資
を
行
っ
た
が
、
一
方
木
年
度

上
半
則
分
の
刷
飢
〈
五
、

二
五
三
百
万
円
〉
、
輸
銀
(四
二
四
百
万
円
〉
概
算
納
付
金
の
移
納
が
あ



っ
た
。右

の
陪
か
遺
族
園
庫
債
券
に
対
す
る
元
利
金
支
払
を
中
心
と
す
る
国
債
元
利
払
一

O
、
六
一

八
百
万
円
、
農
業
共
済
保
険
金
支
出
二
、
九
三
九
百
万
円
な
ど
が
目
立
っ
た
。

な
お
指
定
預
金
の
勤
き
に
つ
い
て
み
る
と
、
十
月
中
期
限
到
来
分
二
五
、
九
七
九
百
万
円
の

う
ち
、
山
居
中
分
(
六
、

0
0
0百
万
円
)
及
び
災
害
関
係
地
分
を
除
き
て
八
、
二
五
一
百
万
円
を

引
揚
げ
た
が
、
一
方
月
末
に
か
け
て
第
十
三
号
台
風
対
策
分
(
一
、
玉

O
O百
万
円
)
及
び
租
税

払
戻
金
に
対
す
る
紫
ぎ
融
資
見
合
分
(
三
四
一
百
万
円
)
の
新
規
預
入
が
あ
り
、
結
局
月
中
と
し

て
は
一
六
、
四
一

O
百
万
円
(
前
年
同
月
預
入
組
過
問
、
四
ご
九
百
万
円
)
の
引
掛
超
過
と
な
っ

た。
(
昭
和
二
十
八
年
院
第
一

次
補
正
予
算
案
提
出
さ
る
)

本
年
度
補
正
予
算
案
の
大
綱
は
当
月
二
十
二
日
間
部
決
定
を
み
た
が
、
政
府
は
二
十
九
日
開

会
の
第
十
七
回
臨
時
国
会
に
省
の
内
災
害
彼
旧
、
冷
害
対
策
関
係
等
に
限
定
し
た
第
-
次
補
正

予
算
案
を
提
出
し
た
。
米
価
関
係
、

公
務
員
年
末
手
当
噌
額
等
に
つ
い
て
は
第
二
次
補
正
予
算

と
し
て
次
期
国
会
に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る。

一
般
会
計
の
第
一
次
楠
正
予
算
案
の
概
要
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
歳
出
追
加
額
五
一

O

億
円
に
対
す
る
財
源
は
租
税
の
自
然
増
収
な
ど
三
四
四
億
円
が
充
て
ら
れ
、
差
額
一
六
六
億
円

に
つ
い
て
は
既
定
歳
出
の
節
減
に
よ
り
賄
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
補
正
後
の
予
算
額

は
九
、
九
九
丸
億
円
〈
当
初
予
算
九
、
六
五
五
億
円
〉
と
辛
く
も

一
兆
円
以
内
に
止
ま
っ
て
い

る
。
(
単
位
億
円
)

歳

出

増

災

害

対

策

費

風

水

害

対

策

費

冷

害

等

対

策

費

農
業
保
険
貨
不
足
術
現

有
美
群
島
復
帰
柏
町
後
処
理
世

君
。
(
Z
8
)

国
一
円
。
(
系
)

O

)

一

一

五

(

七

{

)

)

人

一品

(
Z
6)

}

(

)

〈

-

(

}

)

財

源

租

税

自

然

増

収

雑

収

入

等

増

加

公

共

事

業

費

等

節

約

住
宅
金
融
公
呼
出
資
減

特
定
道
路
会
計
繰
入
滅

平
和
回
復
善
後
処
理
費
減

一
品
一
〔
)

き"" 四
出
品
九-一--

-!lT. き

計

・

歪
O
〈
吾
O
)

(
注
)
包
括
弧
内
は
修
直
前
の
計
数
を
示
す

国
内
経
済
調
査
(
上
)
昭
和
二
十
八
年
十
月

右
の
如
〈
綿
一
次
補
正
予
算
は
前
年
度
剰
余
金
の
使
用
、
国
債
発
行
な
ど
新
た
な
イ
ン
フ
レ

要
因
を
附
加
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
一
般
会
計
に
関
す
る
限
り
は
収
支
の
均
衡
を
維
持
し
て
い

る
。
然
し
な
が
ら
国
会
審
議
中
改
進
党
筋
か
ら
災
害
、
冷
害
対
策
費
の
噌
額
要
求
が
あ
り
、
政

府
は
こ
れ
を
容
れ
て
次
の
組
替
修
正
を
行
っ
た
結
果
、

一
般
会
計
の
織
が
全
面
的
に
資
金
運
用

部
に
寄
せ
ら
れ
、
総
合
収
支
の
均
衡
は
維
持
さ
れ
ず
又
運
用
部
の
資
金
繰
に
も
問
題
を
残
す
こ

と
と
な
っ
た
。

附
風
水
容
対
策
費
に
つ
い
て
は
予
算
計
上
額
を
変
え
ず
、
復
旧
工
事
の
実
情
に
応
じ
不
足
分

を
資
金
通
朋
部
か
ら
幣
F
融
資
(
限
・
位

一
五
七
億
円
〉
を
行
う
。

同
冷
容
対
策
質
問
五
億
円
を
増
額
、
こ
れ
に
伴
い
農
業
保
険
賀
線
入
を
同
額
削
減
す
る
。
〈
従

っ
て
雌
諜
保
険
授
の
不
足
分
は
資
金
運
用
部
の
融
資
に
依
存
す
る
)

(
地
方
財
政
改
却
に
閑
し
地
方
制
度
制
査
会
答
申
す
〉

地
方
制
度
調
査
会
は
政
府
の
稿
聞
に
応
じ
予
て
よ
り
地
方
行
財
政
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
務

識
を
進
め
て
い
た
が
、
当
面
取
敢
え
ず
採
る
べ
き
措
置
を
十
月
十
六
日
政
府
に
対
し
答
・
申
し

た
。
こ
の
う
ち
地
方
財
政
制
度
関
係
の
要
点
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

山
地
方
財
政
計
画
の
不
合
理
を
是
正
す
る
た
め
に
は
新
た
な
地
方
財
源
(
三
O
O億
円
程

度
)
を
必
要
と
し
、
更
に
国
家
地
方
警
察
事
務
を
都
道
府
県
に
移
譲
す
れ
ば
固
か
ら
都
道
府

県
に
財
源
移
譲
〈
一
四
O
億
円
程
度
)
を
要
す
る
が
、
他
而
行
政
機
構
、
人
事
、
事
務
等
の
整

理
に
よ
り
財
源
捻
出
(
二
O
O億
円
程
度
)
が
可
能
で
あ
る
。

間
税
制
に
つ
い
て
は
、
煙
草
消
費
税
の
新
設
(
小
売
価
格
据
置
)
、
道
府
県
民
税
及
び
償
却
資

産
税
の
分
雌
新
設
、
遊
興
飲
食
税
及
び
入
場
税
の
国
税
移
設
と
人
口
按
分
に
よ
り
還
付
、
市

町
村
民
税
中
法
人
税
制
の
一

部
国
庫
移
譲
、
附
加
価
値
税
の
・
廃
止
等
が
要
望
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
よ
り
税
源
の
確
保
と
調
整
を
図
る
と
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
地
方
財
政
平
術
交
付
金
制
度
を
地
方
交
付
税
制
度
に
改
め
、
所
得
税
、
法
人
税
及
び
酒
税

の
一
定
割
合
を
新
設
す
る
特
別
会
計
に
繰
入
れ
た
上
受
付
す
る
。

ω
公
共
耶
楽
賞
術
開
に
対
す
る
総
花
的
国
附
補
助
負
担
金
綱
度
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
再
検
肘

を
加
え
、
又
既
に
赤
字
を
生
じ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
は
再
挫
控
備
計
阿
を
樹
て
る
。

聞
な
お
、
大
都
市
財
政
の
実
情
に
鑑
み
税
制
、
交
付
税
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
道
府
県
に
幣
・

じ
た
特
例
を
設
け
る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
中
央
金
陣
を
設
置
す
る
こ
と
等
も
併
せ
要
望
し

六
九
七



経

済

情

勢

調

査

〈

そ

の

一、.../

て
い
る
。
.

(
金
融
引
締
措
置
発
足
、
全
国
銀
行
金
繰
り
は
遊
中
余
資
に
支
え
ら
れ
比
較
的
平
静
)

当
月
よ
り
本
行
高
率
適
用
制
度
の
運
用
強
化
を
中
心
に
別
口
外
国
為
替
貸
付
の

一
部
改
正
等

一
連
の
輸
入
金
融
に
対
す
る
調
整
措
世
も
実
施
さ
れ
イ
ン
フ
レ
期
待
人
気
を
冷
却
す
る
に
か
な

り
の
効
果
が
み
ら
れ
た
が
月
中
の
預
金
貸
出
情
勢
に
は
未
だ
さ
し
て
著
し
い
変
化
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

言
ず
貸
出
か
ら
み
れ
ば
全
国
銀
行
貸
出
は
月
中
一
二
五
億
円
の
制
加
を
示
し
た
。
当
月
の
貸

出
と
し
て
は
酒
造
資
金
、
鞍
粉
施
日
資
金
等
の
季
節
資
金
の
ほ
か
、
九
次
後
期
船
辿
造
資
金
、

商
社
の
冬
物
支
払
手
形
決
済
資
金
、
地
方
公
共
団
体
貸
付
等
が
目
立
っ
た
に
と
ど
ま
り
、
月
中

純
増
額
は
前
月
(
五
一
一
一O
億
円
増
)
並
び
に
前
年
同
月
(
三
八
五
億
円
増
)
を
大
幅
に
下
廻
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
輸
入
手
形
決
済
資
金
貸
を
訓
控
し
た

一
般
貸
出
に
つ
い
て
前
年
同
月
と
比
較
し

て
み
る
と
、
当
月
の
増
加
額
は
ニ

O
O億
円
で
前
年
同
月
の
二
一
一
一
一
一
億
円
欄
と
大
髭
な
〈
、
未

だ
必
ず
し
も
融
資
抑
制
の
効
果
が
顕
著
と
な
っ
た
と
は
な
し
難
い
。
た
だ
手
形
選
別
の
強
化
、

新
規
融
資
の
手
控
え
、
銀
行
か
ら
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
へ
の
取
引
移
行
の
傾
向
が
一
部
に
散

見
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
注
目
に
他
し
よ
う
。
貸
出
増
加
状
況
を
銀
行
別
に
み
れ
ば
、
十
-
大
飯

行
八
九
億
円
、
地
方
銀
行
五
八
億
円
、
債
券
発
行
銀
行
六
四
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
造
船
融
資

の
若
増
を
中
心
に
債
券
発
行
銀
行
の
増
加
が
顕
著
で
る
っ
た
。

一
方
相
互
銀
行
、
信
用
金
陣
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
前
者
七
一
一
億
円
増
、
前
月
末
比
相
加
率

ご
・
七
路
、
後
者
四

O
億
円
増
、
前
月
末
比
増
加
率
二

・
八
%
と
大
娘
行
及
び
地
方
銀
行
の
前

月
末
比
増
加
事
夫
々

0
・
七
%
、

0
・
八
銘
に
比
し
相
対
的
に
か
な
り
高
い
噌
加
振
り
を
示
し

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
リ

次
に
合
凶
銀
行
制
金
は
総
預
金
に
お
い
て
前
月
比
六

O
三
億
円
の
若
減
を
示
し
切
手
手
形
を

控
除
制
推
し
た
実
質
預
金
に
お
い
て
も
六
五
他
門
の
噌
加
に
過
宮
な
か
っ
た
。
か
か
る
制
金
の

不
振
は
決
算
期
明
け
の
阿
挫
落
ち
が
火
き
く
響
い
た
ほ
か
、
前
月
末
滞
留
し
た
特
殊
資
金
の
流

出
、
指
定
預
金
の
引
揚
(
全
国
銀
行
分
月
中
二
一
九
億
円
引
揚
超
過
)
或
い
は
政
府
撒
布
資
金
の

未
浸
透
等
に
些
因
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
政
府
関
係
、
公
金
、
同
業
者
預
金
詐
を
控
除

し
た

一
般
実
質
預
金
に
お
い
て
は
月
中
三
五
三
億
円
全
増
加
、
前
月
の
五
二
八
儲
円
噌
に
は
及

ば
冷
い
に
し
て
も
前
年
同
月
の
四
一
六
ー
低
刊
に
比
較
し
て
余
り
顕
若
な
懸
隔
は
み
ら
れ
な
い
。

六
九
八

銀
行
別
に
は
実
質
預
金
で
大
銀
行
一
四

O
億
円
梢
三
一
般
実
質
預
金
一
八
五
億
円
増
〉
、
地
銀
一
一
一

六
億
円
減
(
同
一

O
O億
円
増
)
と
地
方
銀
行
が
指
定
預
金
の
揚
超
〈
七

O
億
円
)
、
供
米
代
金
の

預
金
還
流
の
ズ
レ
等
も
あ
り
不
振
を
示
し
た
。

こ
の
結
果
大
銀
行
の
手
許
は
比
較
的
寛
ぎ
、
日
銀
借
入
金
は
一
一
億
円
の
増
加
に
止
ま
っ
た

の
に
対
し
地
方
銀
行
は
金
繰
り
繁
忙
を
呈
し
、
日
銀
借
入
金
は
五
五
億
円
の
増
加
を
み
た
。

当
月
の
コ
ー
ル
市
場
は
日
銀
商
務
適
用
制
度
の
迎
用
強
化
に
伴
い
、
各
行
共
二
次
高
率
借
入

m慣
の
折
制
地
銀
筋
を
・
中
心
と
す
る
放
出
力
鈍
〈
、
努
均
一
指
定
預
金
の
引
揚
も
加
わ
っ
て
品
中

の
大
量
放
践
に
も
拘
わ
ら
ず
月
初
来
気
配
引
締
り
気
味
に
推
移
、
下
何
に
は
興
銀
、
長
銀
の
大

口
政
資
が
あ
っ
た
も
の
の
、
農
中
の
回
収
も
あ
り
資
金
量
は
急
減
、
月
末
残
高
は
一
一
-
一
O
億
円

を
記
録
す
る
に
至
っ
た
〈
中
心
レ
ー
ト
三
銭
)
。
な
お
当
月
発
足
の
割
引
市
場
に
お
け
る
紡
績
手

形
の
出
廻
り
は
二
四
一
百
万
円
で
あ
っ
た
。

な
お
本
行
貸
出
は
後
述
の
如
き
農
中
の
返
金
に
月
末
残
高
三
、
四
九
五
億
円
と
月
中
四
億
円

の
微
減
ψ
，
示
し
た
が
、
一
一
次
同
市
中
適
用
貸
出
は
運
用
強
化
の
影
響
か
ら
月
中
六
七
一
億
円
の
増

加
な
み
た
。

(
山
間
中
の
金
繰
り
と
供
米
代
合
の
動
き
〉

供
米
は
米
側
並
に
諸
奨
励
金
の
大
幅
引
上
、
早
期
供
出
奨
励
金
支
払
則
限
延
長
等
政
府
の
賀

入
促
進
慌
の
影
響
も
あ
っ
て
急
速
に
進
捗
し
た
が
、
前
渡
金
受
入
が
月
中
四
四
三
億
円
に
止
ま

っ
た
た
め
、
月
末
の
対
食
管
尻
は
か
な
り
の
立
替
(
}
五
五
億
円
)
と
な
っ
た
が
、
供
米
代
金
一の

歩
留
り
は
拡
許
順
訓
で
あ
り
又
指
定
預
金
の
引
揚
延
期
も
あ
っ
て
月
中
一
一
一
六
億
円
に
及
ぶ
余

資
在
生
じ
木
行
川
加
入
金
を
五
九
億
円
返
済
し
た
ほ
か
、

一
五
七
億
円
の
余
資
運
用
を
行
っ
た

(
月
中
余
資
迎
川
内
訳
、
二
次
市
申
昨
日
替
り

一
一一一
一他
円
相
、
市
中
再
削
三
偲
円
減
、
知
間
貸

付
四
一
億
円
柄
、
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
占
ハ
陥
門
物
、
月
末
余
資
残
高
一
一一一一
八
紘
問
、
前
年
同
月
比
増

三
五
倍
円〉。

な
お
山
股
中
段
階
に
お
け
る
供
米
代
金
の
歩
留
り
状
況
は
左
の
如
〈
前
年
に
比
較
し
て
や
や
悪

化
し
て
い
る
が
、
災
害
事
情
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
ま
ず
順
調
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

二

八

年

十

月

二

七

年

十

月

五

三

三

億

円

五

五

八

低

円

一

六

四

一

七

二

食
糧
代
金
支
払
制
(
A〉

預

金

期

加
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一
一
七
億
円

二
入
一

五
二
・七

%

二
一
二
億
円

手

収計

(B〉

歩

留

率

〈
B
一A
〉

(
輸
入
金
融
諸
制
度
の
改
正
)

頃
来
の
国
際
収
支
の
辺
調
傾
向
に
鑑
み
、
金
融
引
綿
の
一
環
と
し
て
輸
入
金
融
制
度
の
再
検

討
が
進
め
ら
れ
て
舎
た
が
、
今
般
左
の
如
h
p
改
正
措
置
が
と
ら
れ
た
。

付
輸
入
決
済
手
形
制
度
の
改
正
(
十
月
十
五
日
突
施
)

響
曲
汐
品
、
不
要
不
急
ロ
聞
及
び
そ
の
他
一
部
の
完
成
品
に
つ
い
て
は
輸
入
決
済
手
形
制
度
の

適
用
を
廃
止
す
る
扱
い
と
す
る
外
、
同
制
度
の
運
用
に
当
り
一
般
に
当
該
輸
入
品
の
回
転
速

度
、
輸
入
業
者
の
資
金
繰
等
を
勘
案
し
出
来
得
る
限
り
手
形
期
闘
を
短
縮
す
る
械
取
引
先
蝕

行
等
を
指
導
す
る
こ
と
と
し
た
。

伺
別
口
外
国
為
替
貸
付
制
度
の
改
正
(
十
月
十
七
日
実
施
〉

ω
適
用
品
目
を
左
の
範
囲
に
限
定
す
る

同
技
術
、
機
械
附
係

基
礎
資
材
の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
た
め
の
合
到
花
に
必
要
・
な
技
術
及
び
機
械
〈
特
に

鉄
鋼
、
電
力
及
び
石
炭
に
関
す
る
も
の
)

ω
原
材
料
関
係

鉄
鉱
石
、
強
粘
結
炭
、

ポ
ン
ド
及
び
オ
ー
プ
ン
地
域
よ
り
輸
入
す
る
屑
鉄
、

イ
ン
ド

ネ
ジ
ア
よ
り
輸
入
す
る
諸
原
材
料
(
生
ゴ
ム

・
ラ
テ
ッ
ク
ス

・
油
脂
原
料
・
ボ
ー
キ
サ

イ
ト

・
錫
塊
・
原
油
及
び
同
製
品

・
木
材
〉

ω
貸
付
期
聞
は
左
記
則
間
以
内
の
必
要
最
短
期
聞
に
短
縮
す
る

同
技
術
及
び
機
械
〈
一
年
以
内
)

ω
鉄
鉱
石
、
強
粘
結
炭
友
び
府
鉄
(
五
カ
月
以
内
)

例

錫

塊

・
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
(
五
カ
月
以
内
)
、
生
ゴ
ム

・
ラ
テ
ッ
ク
ス
及
び
木
材
〈
凶
カ

月
以
内
〉
、
油
脂
原
料
・
原
油
足
び
同
製
品
(
一
-一
カ
月
以
内
〉

同
輸
入
物
資
の
引
取
資
金
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の

一
部
改
正
〈
十
月
二
十
日
実
施
)

ω
輸
入
原
綿
及
び
原
毛
引
取
資
金
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
の
手
形
期
間
四
カ
月
及
び
五
カ
月

以
内
を
夫
三
=
カ
月
及
び
四
カ
月
以
内
に
改
め
る
。

回

三
O
三

五
四
・=
一%

囲
内
経
済
調
査
〈
上
〉
昭
和
二
十
八
年
十
月

間
輸
入
原
油
及
び
脱
脂
綿
用
原
綿
引
取
資
金
に
対
す
る
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
廃

止
す
る
。

(外
国
為
替
引
当
貸
付
制
度
の

一
部
改
正
並
に
ロ

ン
ド
ン
向
期
限
付
輸
出
手
形
の
買
取
相
場

改
訂
)

外
国
為
替
引
当
貸
付
制
度
の
適
用
在
拡
大
し
、
差
当
り
巾
南
米
諸
国
向
を
対
象
と
し
て
信
用

状
に
も
と
ず
か
な
い
期
限
付
輸
出
手
形
に
つ
い
て
も
輸
出
信
用
保
険
に
付
保
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
同
制
度
の
適
用
を
認
め
る
と
と
と
し
十
一
月
二
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
英
国
に
お
け
る
金
利
事
情
の
変
化
に
即
応
し
て
外
国
為
替
銀
行
の
ロ
ン
ド
ン
向
期
限
付

輸
出
手
形
の
買
取
相
場
が
十
一
月
二
日
よ
り
左
の
通
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

伴
い
本
行
に
お
い
て
も
巡
合
王
国
通
貨
恭
一
ホ
の
期
限
付
愉
山
手
形
を
引
当
と
す
る
貸
付
利
平
歩

合
を
現
行
日
歩
七
厘
五
毛
か
ら
六
鹿
に
引
下
げ
向
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(

変

更

後

〉

〈

現

行

〉

一、

O
O
一
円
八

O
銭

一、

0
0
一
円
一
八
銭

九

九

九

円

九

四

銭

九

九

八

円

七

O
銭

九
九
八
円

O
八

銭

九

九

六

円

二

二

銭

一二

O
日
物

六
O
日
物

九
O
日
物

(
全
国
銀
行
二
十
λ
年
上
期
決
算
状
況
〉

全
国
銀
行
の
昭
和
二
十
八
年
上
期
決
算
状
況
は
、
鏑
却
前
利
益
一
三
三
億
円
で
前
期
比
二
二

億
円
の
増
加
ハ
七
%
〉
を
示
し
た
が
前
朋
の一
一一一
一億
円
増
〈

一一一
%
)
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
銀
行
収
益
の
増
勢
が
鈍
っ
た
の
は
預
金
の
不
振
(
問
中
平
均
残
・
高
に
お
い
て
二
、
一
四

九
億
円
、
}
一
劣
増
、
前
期

一
九
箔
増
)
に
伴
い
運
用
総
資
命
訟
の
増
加
が
鈍
化
(
畑
中
平
均
残

高
に
お
い
て
前
期
比
二
、
九
O
八
億
円
、
増
加
率
二
一%、

前
期
は
一
八
鬼
樹
〉
し
た
の
が
主

因
と
認
め
ら
れ
る
。
期
中
の
預
金
コ
ス
ト
は
七

・
一一一
一一
一
路
と
0
・
0
λ
銘
の
上
昇
を
招
舎
、
貸

出
平
均
利
率
の
低
下
と
掴
ま
っ
て
刺
輸
は

0
・一一
一
一
%
の
縮
小
と
な
っ
た
。
な
お
全
国
銀
行
公

表
純
益
は
一
四
一
億
円
(
前
期
比
八
億
円
増
〉
を
計
上
し
た
。

企
図
銀
行
預
金
コ
ス
ト

二
十
八
年
・
度
上
期

一二
・六
七
銘

一二
・六
五

前

期

比

(
+
)
0・
一
五
%

(

一

)
0
・0
七

預
金
(
債
券
)
平
均
利
率

経

費

率

』、'
u
s
u

-
ノ
」
ノ
イ
ノ



経

済

情

勢

調

査

〈

そ

の

一、』〆
七
・三
三

%

九
・
O
二

(
+
)
0
・0
八
%

(

一

)
0
・0
五

預
金
(
債
券
)
コ
ス
ト

(
A
)

貸

出

平

均

利

率

貸
出
証
券
綜
合
利
率
(
B〉
八

・九

一

(

一
)
0・
0
玉

利

鞘

(
B〉
l
(
A
)

一
・五

八

(

一

)
0・
二
ニ

(
全
国
銀
行
協
会
迎
合
会
不
急
不
安
融
資
の
抑
制
方
針
に
つ
き
通
達
〉

全
国
銀
行
協
会
迎
合
会
で
は
、
か
ね
て
か
ら
融
資
自
主
規
制
委
員
会
に
お
い
て
不
急
不
要
融

資
の
抑
制
強
化
に
つ
き
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
十
月
五
日
傘
下
銀
行
に
対
し
大
要
左
の
如
き
方

針
令
通
達
し
た
。

ω
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
興
業
用
組
造
物
の
建
築
資
金
、
不
動
産
買
収
等
の
資
金
、
娯
楽
、
者

修
、
サ
ー
ビ
ス
関
係
資
金
等
、
直
接
貿
易
の
増
進
、
国
民
生
活
安
定
の
た
め
の
生
産
に
寄
与

し
な
い
資
金
や
、
思
惑
、
投
機
等
に
流
れ
る
倶
れ
の
あ
る
増
加
運
転
資
金
等
の
融
資
に
つ
い

て
は
厳
重
に
抑
制
す
る
こ
と
。

ω
不
急
不
要
物
資
の
輸
入
抑
制
の
た
め
、
そ
の
融
資
に
つ
い
て
は
信
用
状
開
設
時
に
お
い
て

慎

E
に
処
理
す
る
こ
と
。

問
重
要
基
幹
産
業
等
の
設
備
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
も
、
過
剰
投
資
、
二
重
投
資
の
お
そ
れ

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
注
意
を
払
い
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
。

(
保
全
経
済
会
の
営
業
停
止
)

匿
名
組
合
方
式
に
よ
る
利
殖
機
関
と
し
て
、
そ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
た
保
全
経
済
会

(
理
事
長
伊
藤
斗
稿
、
東
京
都
中
央
区
日
本
柄
所
在
、
資
金
品
四
十
数
位
円
〉
は
、
十
月
ご
十
四

日
品
村
経
済
の
磁
化
等
に
よ
る
新
規
出
資
金
の
減
少
、
既
往
出
資
金
の
払
庚
し
哨
間
持
に
起
因

し
一
斉
休
業
を
発
表
し
た
。
各
地
の
出
資
者
は
出
資
金
払
戻
し
を
せ
ま
っ
て
同
会
居
間
へ
押
か

け
多
少
の
波
乱
も
見
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
と
同
組
の
利
殖
機
関
及
び
貸
命
柴
山
科
等
に
も
動
指
が
見

ら
れ
た
が
、
二
、
コ
一
の
業
者
が
払
戻
し
停
止
を
行
っ
た
に
止
り
、
正
規
の
余
融
機
関
に
は
何
等

5
2
t
£
‘
っ
こ
。

F
h
U
T
I
T
-刀
ペ
手
'

を諮
.flj:す加な
三るお
に根大
わ拠蹴
たは省
りなは
長居 し、 ー園、

萌一年
し と 盆

だZ禁
j長 会
を鵠;
堅の
持利
し 3W

~~ 
堵|捌
5JU !ま
の 正
投 %l
'iJ!i の
措金
歯{訟
を機
諦閥
ず で
るは
なな
志く
の出
な 資
い 者
こを
と保

七
O
O

七

、

通

貨

(
率
節
的
mm裂
に
一
二
六
位
円
の
発
行
起
)

当
月
の
通
貨
事
情
を
み
る
に
、
商
況
は
吏
月
後
一
服
模
様
と
な
っ
た
が
、
供
米
期
に
入
っ
た

外
、
晩
秩
繭
、
諜
煙
車
等
の
蒐
荷
資
金
も
加
わ
り
こ
れ
ら
季
節
的
な
現
金
需
要
を
中
心
と
し
て

か
な
り
の
増
発
を
示
し
結
局
月
中
-
二
、
六
四
六
百
万
円
(
対
前
月
末
比
増
加
率
二

・
四

%
〉
の

発
行
超
過
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
前
年
同
月
の
発
行
超
過
二
=
、
二
三
四
百
万
円
(
対
前
月
末
比

増
加
率
二

・
九
%
〉
に
比
較
す
れ
ば
事
ろ
増
勢
は
多
少
鈍
化
し
て
お
り
先
ず
通
例
の
季
節
的
推

移
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
(
前
々
年
同
月
九
、
五
一
四
百
万
円
の
発
行
超
-
対
前
月
末
比
憎

加
率
二

・
一二
M
m
)
。

(
通
貨
価
値
安
定
に
関
す
る
政
府
戸
明
)

政
府
は
第
十
七
回
臨
時
間
会
の
開
会
を
控
え
、
木
年
度
補
正
予
算
並
に
二
十
九
年
度
予
算
の

縮
成
に
当
り
健
全
財
政
堅
持
の
方
針
を
明
示
す
る
傍
ら
巷
附
一
部
に
流
布
さ
れ
た
平
価
切
下
説

を
否
定
す
る
た
め
十
月
二
十
三
日
次
の
如
き
通
貨
価
値
安
定
に
関
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

「
物
価
の
服
釘
に
よ
る
央
質
的
同
民
生
活
の
低
下
を
防
ぎ
国
際
収
支
の
均
衡
を
確
保
し
て
経

済
の
自
立
を
達
成
す
る
た
め
厳
に
通
貨
価
値
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
を
も
っ
て
政
府
諸
政

策
の
中
核
と
す
る
」

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

国

内

経

済

概

観

て

概

況

二
、

生

産前
月
比
微
減
な
が
ら
依
然
雨
水
準

1
l
m
業
用
電
力
出
は
微
減
に
と
ど
ま
れ
る

も
、
自
流
低
下
に
電
力
使
用
制
限
実
施

1
1工
場
在
昨
は
概
ね
横
一
追
い
|
|
輸
送

事
情
は
引
統
き
繁
忙


